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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

10 25月 日発行 

城崎温泉の秋を彩る「だんじり祭り」が　城崎温泉の秋を彩る「だんじり祭り」が１０月１４日・１５１０月１４日・１５日の２日間、
城崎町の温泉街で行われました。同祭は２００２００年以上前から伝わり、
四所神社の「神輿」が７つの外湯を巡って繁栄を祈願するものです。 四  所 神社の「 神  輿 」が７つの外湯を巡って繁栄を祈願するものです。
し しょ み こし

祭りでは、温泉街を流れる大谿川に沿って、地域が上・中・下の３祭りでは、温泉街を流れる 大  谿  川 に沿って、地域が上・中・下の３
おお たに がわ

部に分かれ、上部の「神輿台」と中・下部の「大だんじり」が大谿部に分かれ、 上  部 の「神輿台」と 中 ・ 下  部 の「大だんじり」が大谿
かみ ぶ なか しも ぶ

川に架かる各橋の上で、太鼓や鐘、掛け声に合わせて激しく競り合
う「せり」を繰り広げました。祭りの最後は、一の湯前で「神輿」
も加わり三つ巴のせりとなり、迫力満点のせりに詰め掛けた大勢の
観客は魅了されました。（写真は１５１５日、地蔵湯橋のせり）

城崎だんじり祭り城崎だんじり祭り

迫力満点の迫力満点の「せり」「せり」
温泉街に熱気温泉街に熱気
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　市では“子育てが楽しいまち・子どもが元気に育つまち”を目指す「次世代育成支援
対策地域行動計画」の実現を図るため、子どもに関する組織を教育委員会に統合し、子
どもの成長を一体的に捉えた保育・教育などの推進に努めています。
　こうした中、今春、市内で国内の自然界で 43年ぶりにコウノトリのヒナが誕生し、
46年ぶりに巣立った好機にあたって、市では、さまざまな機関や団体、事業者等の協力
を得る中、市民の皆さんに次のような子育てに関する支援のメッセージを贈ることとし
ました。なお、詳細は、随時、市広報などでお知らせします。

《問合せ》こども育成課

▲子育てなどの話をしながら健康診査の順番を待つ親子（４か月健康診査）

　

在
宅
の
乳
幼
児
が
健
や
か
に
伸

び
伸
び
と
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
、
子
育
て

が
楽
し
く
続

け
ら
れ
る
環

境
を
充
実
し
、

子
育
て
家
庭

を
支
援
し
ま

す
。

①
赤
ち
ゃ
ん
運
動
会
「
元
気
に
大

き
く
な
ぁ
ー
れ
」
の
開
催

　

在
宅
の
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
を

対
象
と
し
た
室
内
運
動
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
会
用
の
備

品
は
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等
へ
も

貸
出
し
ま
す
。

②
夢
劇
場
「
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
」
の
開
催

　

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

開
催
し
、
子
ど
も
の
情
操
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
備
品

は
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等
へ
も
貸

出
し
ま
す
。

③
日
高
総
合
支
所
子
育
て
支
援
広

場
の
整
備

　

日
高
総
合
支
所
３
階
の
日
高
子

育
て
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
・
整
備
し
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
集
え
る

地
域
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
（
本

年
度
は
実
施
設
計
）
し
ま
す
。

④
社
会
体
育
施
設
の
活
用
に
よ
る

「
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
」の
開
設

　

市
民
体
育
館
を
は
じ
め
、
市
内

社
会
体
育
施
設
等
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
や
空
き
時
間
を
活
用
し
、
親
子

等
が
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
親
子

ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
設
し
ま
す
。

⑤
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
「
マ
マ
の

休
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
実
施

　

在
宅
の
育
児
家
庭
に
保
育
園
の

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
を
交

付
し
、
保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
時
間
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
有
効
期
限
は
子
ど
も
の
満
１

歳
到
達
時
か
ら
１
年
間
で
、
４
月

２
日
に
１
歳
に
到
達
し
た
児
童
か

ら
さ
か
の
ぼ
り
適
用
し
ま
す
。
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▲ 8月に開催した「九州石油バレー
ボール教室　ｉｎ　豊岡」

　

治
療
費
が
高
額
な
た
め
、
子
ど

も
を
持
つ
こ
と
を
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
夫
婦
も
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
、
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設
し
、

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
た
い
家
庭

を
支
援
し
ま
す
。

○
特
定
不
妊
治
療
の
支
援

　

医
療
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い
特

定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び

顕
微
授
精
）

を
受
け
た
夫

婦
に
対
し
、

治
療
費
の
一

部
を
助
成
し

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
生
き

生
き
と
成
長
し
て
い
く
よ
う
、
保

育
園
や
幼
稚
園
の
備
品
を
整
備
す

る
ほ
か
、
市
内
す
べ
て

の
公
立
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
推
薦
図
書
を

整
備
し
ま
す
。

①
子
ど
も
の
遊
び
の
支
援

　

市
内
す
べ
て
の
公
立
・
私
立
保

育
園
に
運
動
遊
び
ま
た
は
音
楽
関

係
の
器
具
等
を
整
備
し
、
園
児
の

体
力
や
情
操
を
豊
か
に
す
る
取
組

み
を
促
進
し
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
の
推
進

　

幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
教
育
用

備
品
を
整
備
し
ま
す
。

③
学
校
・
園
読
書
活
動
の
推
進

　

読
書
を
通
じ
て
心
豊
か
な
子
ど

も
を
育
む
た
め
、
す
べ
て
の
公
立

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
推

薦
図
書
を
整
備
し
、
読
書
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
選
手
や
指
導

者
等
に
接
す
る
機
会
を
継
続
的
に

創
出
し
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
等
を
体
得
さ
せ
る
と

と
も
に
、
感
動
や
あ
こ
が
れ
、
夢

や
希
望
が
育
ま
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

①
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催

　

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、
体

育
の
授
業
と
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

神
戸
コ
ー
チ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
の
指
導

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
継
続
開
催

し
ま
す
。

②
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の

開
催

　

中
学
校
の
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
を
対
象
に
、
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ

の
ト
ッ
プ
選
手
の
指
導
に
よ
る

「
九
州
石
油
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ｉ
ｎ
豊
岡
」
を
継
続
開
催
し
ま
す
。

③
中
学
生
野
球
教
室
の
開
催

　

中
学
校
野
球
部
を
対
象
に
、
オ

リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
専
任

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に

よ
る
「
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
豊
岡
市
少
年
野

球
教
室
」
を
継
続

開
催
し
ま
す
。

④
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
等

　

の
開
催

　

小
学
生
女
子
を
対
象
と
す
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
講
演
会
を
、
ミ
ズ
ノ
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
・
団
体
・
事
業
者
等
へ
の

呼
び
か
け
を
進
め
、
ま
ち
ぐ
る
み

で
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
併

せ
て
、
子
育
て
支
援
策

等
が
広
く
理
解
さ
れ
る

よ
う
、
施
策
の
Ｐ
Ｒ
と

情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

①
市
内
団
体
等
へ
の
子
育
て
支
援

協
力
依
頼

　

市
内
に
事
務
所
を
置
く
社
会
奉

仕
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

放
送
局
、
商
店
街
等
に
対
し
て
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
協
力
を
依

頼
し
ま
す
。
団
体
等
の
支
援
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報

し
ま
す
。

②
商
業
者
等
に
よ
る
子
育
て
家
庭

応
援
事
業
の
実
施

　

市
内
商
業
者
等
の
協
力
を
得
て
、

　

歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

１８が
商
品
等
の
割
引
や
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

③
子
育
て
支
援
お
知
ら
せ
版
「
育

ち
ご
よ
み
」
の
作
成

　

子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
子
育

て
支
援
の
制
度
や
市
の
施
策
等
を

体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と
よ
お
か
子

ど
も
情
報
」
の
作
成

　

出
産
か
ら
育
児
、
子
ど
も
の
成

長
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

を
集
約
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新

た
に
作
成
し
ま
す
。

　

育
児
や
子
育
て
へ
の
父
親
参
加

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
家
族
で
参

加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
内
事
業

所
に
お
け
る
育
児
休
業
制
度
等
の

普
及
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。

①
家
族
で
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
等
の
実
施
お
よ
び
学
校
行
事

等
へ
の
参
加
促
進

　

家
族
で
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
を
充
実
す
る
ほ
か
、
学
校
園
の

授
業
参
観
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

等
へ
の
父
親
な
ど
保
護
者
の
参
加

を
促
進
し
ま
す
。

②
育
児
休
業
制
度
等
の
普
及
・
啓

発

　

父
親
な
ど
保
護
者
の
育
児
・
子

育
て
を
支
援
す
る
育
児
休
業
制
度

や
特
別
休
暇
等
が
市
内
の
事
業
所

で
普
及
す
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を

充
実
し
ま
す
。
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豊
岡
を
訪
れ
た
の
は
、
東
京
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
生
物
多
様
性
・
生
態
系

再
生
研
究
拠
点
が
主
催
す
る
研
究

活
動
グ
ル
ー
プ
で
、
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
共
同
し
て
湿
地
の
保
全

再
生
を
め
ぐ
る
生
態
学
的
・
社
会

学
的
・
経
済
学
的
課
題
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
か
ら
は
東
京
大
学
の
鷲
谷

い
づ
み
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
研

究
者
、
環
境
省
、
日
本 
雁 
を
保
護

が
ん

す
る
会
な
ど　

人
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

１３

パ
か
ら
は
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者

　

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

１４
　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
７
月
に
ド
イ
ツ
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、
中
貝
市
長
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
を
現
地
で
講

演
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
の
会

場
と
し
て
は
北
海
道
の
豊
富
町

（
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
）と
豊
岡
市
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

５
日
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
６

日
は
午
前
中
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
公
園
、
加
陽
の
堤
外
田
、
戸

島
の
湿
地
計
画
地
な
ど
を
精
力
的

に
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
前
の
田

ん
ぼ
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
営

農
組
合
組
合
長
の 
畷 　
 
悦  
喜 
さ
ん

な
わ
て 

え
つ 
よ
し

か
ら
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
視
察
者

一
同
は
、
田
ん
ぼ
に
肌
で
触
れ
、

改
め
て
お
い
し
い
お
米
と
一
緒
に

た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
を
育
ん
で

い
る
様
子
を
実
感
さ
れ
た
よ
う
で

し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
東
ロ
ン
ド
ン
大
学

教
授
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ン
ゼ
イ

さ
ん
は
「
日
本
に
は
何
度
も
来
て

い
る
が
、
豊
岡
の
よ
う
な
と
こ
ろ

は
初
め
て
だ
。
宮
崎　

駿
さ
ん
の

ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
よ
う
な
風
景

で
、
感
銘
し
た
。
農
家
も
田
ん
ぼ

に
生
き
も
の
を
増
や
し
て
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
野
生
化
に
密
接
に
協
力
し

て
い
る
。
し
か
も
、
成
功
例
を
具

体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

素
晴
ら
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
純
日
本
的
な
生
活
様
式

の
残
る
平
尾
源
太
夫
さ
ん
宅
や 
久 く

 
久  
比 
神
社
に
も
立
ち
寄
り
、
日
本

く 

ひ

文
化
も
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
角
堂（
城
崎
町
楽
々
浦
）で
は
、

「
自
然
湿
地
と
人
工
湿
地
」
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
豊
岡
は
宮
崎　
 
駿 
さ
ん
の

は
や
お

ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
よ
う
な

風
景
だ
」

▲ドイツで講演する中貝市長

▲平尾源太夫さん宅で説明を受ける参
加者

▲県立コウノトリの郷公園などを視察する一行

　
　

月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
研
究
者

１０

　

人
が
豊
岡
を
訪
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
が
進
む
市
内
を

２７視
察
し
、
市
民
と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
６
日
に
は
城
崎
総
合
支
所
で
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
湿
地
再
生
の
研
究
・
取
組
み
報
告
の
後
、

参
加
者
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。《

問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

湿
地
の
生
物
多
様
性
保
全
と
持
続
的
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

湿
地
の
生
物
多
様
性
保
全
と
持
続
的
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
豊
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し

日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
豊
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
たた
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６
日
の
午
後
か
ら
は
、
城
崎
総

合
支
所
で
市
民
ら
約
１
０
０
人
が

参
加
し
て
「
湿
地
の
自
然
再
生
に

よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
中

貝
市
長
は
、
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野

生
に
帰
す
物
語
は
、
国
境
を
越
え

て
心
を
打
つ
。
湿
地
再
生
と
い
う

本
日
の
テ
ー
マ
も
、
日
本
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
大

い
に
議
論
さ
れ
た
後
は
、
城
崎
温

泉
で
心
身
を
癒
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン

タ
ー
事
務
総
長
の
フ
リ
デ
リ
ー
ケ

・
ボ
ッ
セ
さ
ん
は
、「
生
物
多
様
性

の
保
全
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

に
は
国
際
的
な
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
で
も
国
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ

ル
の
協
力
体
制
の
確
立
が
必
要
。

こ
の
会
議
で
の
議
論
を
通
じ
て
、

両
国
で
持
続
的
な
発
展
や
生
物
多

様
性
の
保
全
に
役
立
つ
新
し
い
ア

イ
デ
ア
や
方
策
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
豊
岡
の
湿
地
再

生
の
現
場
を
見
て
、
豊
岡
が
日
本

で
の
会
場
に
選
ば
れ
た
理
由
が
理

解
で
き
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
環
境
省

の
生
物
多
様
性
地
球
戦
略
企
画
室

室
長
の
亀
澤
玲
治
さ
ん
か
ら
「
第

３
次
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
策

定
の
概
要
」
に
つ
い
て
、
市
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
課
長
の
佐
竹
節
夫
か

ら
は
、「
豊
岡
で
の
湿
地
再
生
の

取
組
み
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
自

然
保
護
局
課
長
の
ホ
ル
ス
ト
・
コ

ル
ン
さ
ん
か
ら
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
お

よ
び
持
続
的
利
用
に
向
け
た
総
合

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
、
オ

ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ
ト
水
理
学
研
究
所

の
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
コ
ー
プ
ス
さ
ん
か

ら
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
人
工
湿
地
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
踏
ま
え
た
総
合
討
論
で

は
、
「
生
物
多
様
性
保
全
の
予
算

は
？
土
地
確
保
の
方
法
は
？
昔
の

よ
う
に
農
業
に
牛
を
使
っ
て

は
？
」
な
ど
質
問
や
意
見
が
あ
り
、

日
欧
の
参
加
者
に
よ
っ
て
湿
地
に

関
す
る
研
究
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
グ

大
学
教
授
の
ポ
シ
ュ
ロ
ド
・
ペ
ー

タ
さ
ん
は
、「
湿
地
再
生
の
取
組
み

は
、
湿
地
の
保
全
の
た
め
だ
け
に

進
め
る
の
で
は
な
く
、経
済
や
社

会
・
文
化
と
の
両
立
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
。
豊
岡
の
取
組
み
は

日
本
の
お
手
本
だ
し
、
世
界
の
お

手
本
に
も
な
る
。
今
後
も
日
欧
で

知
見
を
共
有
し
交
流
し
て
い
き
た

い
」と
、感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
司
会
の
ド
イ
ツ
・
ギ

ー
セ
ン
大
学
の
ホ
ー
テ
ス
・
シ
ュ

テ
フ
ァ
ン
さ
ん
の
「
日
本
と
ド
イ

ツ
に
は
共
通
点
が
数
多
く
あ
り
、

今
回
の
よ
う
に
交
流
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を
図
る
こ

と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
」
と
の
呼
び
か
け
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
交
流
で
得
た

人
の
つ
な
が
り
と
知
識
を
貴
重
な

財
産
と
位
置
付
け
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
効
果
的
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
欧
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
湿
地
の
自
然
再
生
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

▲日欧の研究者が一堂に会し開催された公開シンポジウム

　

農
地
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
れ
だ

け
豊
か
に
生
き
も
の
を
育
む
「
水

田
」
の
湿
地
と
し
て
の
威
力
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
参
加
者
も
気

付
い
て
く
れ
た
と
思
う
。「
豊
岡
の

水
田
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
生
に
研

究
さ
せ
た
い
」
と
話
す
ド
イ
ツ
の

研
究
者
も
い
た
。
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
学
術
的
な
集
ま
り
な

の
に
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
熱
心
に
議
論
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け

た
。豊
岡
の
人
た
ち
の
温
か
い「
お

も
て
な
し
」
に
大
変
感
動
し
た
。

日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最

後
を
豊
岡
で
飾
れ
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

豊
岡
の
水
田
の
威
力
に
感
動

東京大学ＣＯＥ生物
多様性・生態系再生
研究拠点代表の鷲谷
いづみさん
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近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
格
闘
技
が

注
目
を
集
め
る
中
、
出
場
資
格　
３３

歳
以
上
の
ボ
ク
シ
ン
グ
経
験
者
を

対
象
と
し
た
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
が
、

今
年
、
東
京
都
新
宿
区
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も

「
ザ
・
お
や
じ
フ
ァ
イ
ト
」。試
合
は
、

３
分
３
ラ
ウ
ン
ド
と
し
、
ヘ
ッ
ド

ギ
ア
着
用
に
加
え
、　

オ
ン
ス
の

１４

グ
ロ
ー
ブ
を
使
用
す
る
な
ど
、
安

全
面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
、
見
事
、

フ
ラ
イ
級（　

・
８
０
２
キ
ロ
グ
ラ

５０

ム
以
下
）
で
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
た
の
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ス

タ
ジ
ア
ム
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
代
表

を
務
め
る
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
田

中
浩
二
さ
ん
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
「
ベ
ル
ト
を
手
に

し
た
瞬
間
は
、
何
と
も
い
え
な
い

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
」
と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

同
大
会
に
出
場
す
る
選
手
た
ち

の
肩
書
は
、
証
券
マ
ン
や
教
師
、

果
て
は
国
家
公
務
員
や
会
社
社
長

と
、
実
に
多
種
多
彩
。
彼
ら
は
仕

事
の
合
間
に
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に

通
い
、
人
知
れ
ず
流
し
た
汗
の
成

果
を
、
こ
の
大
会
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
プ
ロ
初
戦
を
Ｋ

Ｏ
で
飾
り
、
４
戦
連
勝
と
華
々
し

く
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
試
合
で
負
っ
た
ケ
ガ

に
悩
ま
さ
れ
、　

歳
の
若
さ
で
現

２２

役
を
引
退
後
、
会
社
員
な
ど
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
。
そ
の
後
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
整
体
師

を
続
け
る
傍
ら
、
平
成　

年
に
、

１７

但
馬
地
方
初
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

を
開
き
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
底
辺
拡

大
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
そ

の
他
、
市
内
の
各
施
設
に
出
向
き
、

子
ど
も
や
女
性
を
対
象
と
し
た
ボ

ク
サ
サ
イ
ズ
や
健
康
体
操
な
ど
の

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
師
も

務
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
の
道

を
模
索
し
て
い
る
中
、
昨
秋
、
同

大
会
を
知
り
、
「
ジ
ム
生
の
刺
激

に
し
た
い
」
と
出
場
を
決
意
し
ま

し
た
。
階
段
ダ
ッ
シ
ュ
や
サ
ン
ド

バ
ッ
グ
へ
の
打
ち
込
み
な
ど
を
続

け
、
体
力
づ
く
り
を
中
心
に
鍛
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
肩

の
筋
肉
は
盛
り
上
が
り
、
腹
部
は

き
れ
い
に
割
れ
る
な
ど
、
シ
ャ
ツ

を
脱
い
だ
体
は
、　

歳
に
は
見
え

４０

な
い
ほ
ど
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、「
現
役
の
こ
ろ
よ

り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
い
い
で
す

ね
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

「
シ
ャ
ー
プ
・
タ
ナ
カ
」
。
リ

ン
グ
で
そ
う
呼
ば
れ
る
田
中
さ
ん

は
、
ス
ピ
ー
ド
と
鋭
さ
を
武
器
に

し
て
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
階
段

を
上
り
詰
め
ま
し
た
。
「
人
生　
７０

年
と
見
据
え
、
折
り
返
し
を
過
ぎ

た　

歳
で
一
念
発
起
し
ま
し
た
。

３５
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
人

の
痛
み
を
知
り
、
心
の
強
さ
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。
よ
り
多

く
の
人
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
田
中
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
夢
を

諦
め
ず
進
み
続
け
る
姿
が
、
ジ
ム

生
の
瞳
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

フ
ラ
イ
級
の

初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く

現
役
引
退

そ
し
て
指
導
者
へ　
　

折
り
返
し
と
と
ら
え
た

 　

歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

３５

【プロフィール】
　昭和４２年、豊岡市
に生まれる。元プロボ
クサーの整体師で、
ボクシングジムの会
長を務める傍ら「気軽
にボクシングにふれ
てほしい」とボクササ
イズ教室も展開中。
朗らかな性格が印象
的な体力自慢の４０歳。

▲ジムに通う会員に熱のこもっ
た指導をする田中さん

▲女性にも参加しやすいボクササイズ教室

「一意専心」
～ボクシング一筋の人生～

諦めない気持ちを伝えたい

田中　浩二さん（４０歳）山本在住

成功を収め、栄光をつかんだ方がいます。
後への抱負を語っていただきました。 
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世
界
マ
ス
タ
ー
ズ

　

柔
道
選
手
権
大
会
で

堂
々
銀
メ
ダ
ル

　

近
年
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
た
め
、
競
技
志

向
の
高
い
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、　

歳
以
上
の

３０

柔
道
経
験
者
を
対
象
と
し
た
第
９

回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
権

大
会
が
、
６
月　

日
〜　

日
の
５

１９

２３

日
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
内
で
開
催
さ
れ
、
海
外
で
の
世

界
大
会
初
参
加
の
岡
田
庫
二
郎
さ

ん
八
段
が
、
Ｍ
９（　

歳
〜　

７０

７４

歳
）・　

キ
ロ
グ
ラ
ム
級
で
堂
々

６０

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
世
界　

カ
国

４２

か
ら
約
１
、０
０
０
人
が
参
加
。

岡
田
さ
ん
は
、
並
み
居
る
強
豪
を

相
手
に
一
本
勝
ち
で
勝
ち
進
み
、

銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　

「
今
回
初
め
て
海
外
で
の
世
界

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、　

時
２４

間
か
け
て
出
場
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
く
汗
も
か
か
ず
に
試
合

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や

は
り
『
継
続
は
力
な
り
』
と
い
う

言
葉
ど
お
り
だ
と
思
い
ま
し
た

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
大
会
の
こ
と
を
柔
道
新

聞
で
知
り
、
力
だ
め
し
を
し
た
く

な
り
ま
し
た
」
と
話
す
岡
田
さ
ん
。

参
加
を
決
め
て
か
ら
は
練
習
に
も

気
合
が
入
り
ま
す
。
昼
間
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
植
木
の 
剪 せん

定
の
仕
事
を
し
、
週
２
回
、
市
民

体
育
館
で
柔
道
教
室
の
指
導
を
す

る
傍
ら
、
豊
岡
高
等
学
校
な
ど
で

ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に
も
当
た
り
、

自
ら
の
練
習
も
こ
な
し
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
１
月
か
ら
始
め
ら
れ

た
小
学
生
の
登
下
校
時
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
、
立
ち
番
の
合
間

に
、
朝
夕
と
も
に
足
払
い
５
０
０

回
ず
つ
の
計
１
、０
０
０
回
を
毎

日
こ
な
し
ま
し
た
。
「
こ
の
継
続

が
功
を
奏
し
、
試
合
で
は
と
っ
さ

に
足
技（
小
内
刈
り
）が
出
た
の
で

し
ょ
う
ね
」
と
試
合
の
様
子
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
世
界
大
会
で
は
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
総
領
事
館
の
表
敬
訪
問
や
ブ
ラ

ジ
ル
の
柔
道
愛
好
家
と
の
交
換
稽

古
な
ど
、
と
て
も
日
本
で
は
経
験

で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

ま
さ
に
草
の
根
外
交
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。　

歳
か
ら
始

１７

め
た
柔
道
を
今
も
続
け
、
さ
ら
な

る
精
進
に
余
念
の
な
い
岡
田
さ
ん

は
、
「
柔
道
が
今
一
番
の
楽
し
み

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り

戦
い
続
け
た
い
で
す
ね
」
と
話
す

姿
は
、
と
て
も　

歳
に
は
見
え
な

７３

い
引
き
締
ま
っ
た
体
で
姿
勢
も
よ

く
、
動
き
も
軽
や
か
で
す
。
「
来

年
も
ベ
ル
ギ
ー
の
世
界
大
会
を
目

指
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
岡
田

さ
ん
の
目
は
希
望
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

継
続
は
力
な
り

教
え
子
か
ら
元
気
を
も
ら

い
さ
ら
な
る
目
標
へ

【プロフィール】
　昭和９年、島根県太田市
に生まれる。高校のときに柔
道に出会い、その後大阪市
の民間会社を経て大阪拘置
所に勤務する。３０歳で豊岡
拘置所勤務となり、その後、
旧豊岡南高等学校や豊岡高
等学校で非常勤講師として
柔道を教える。その間各種
大会に参加し、八段を取得
する。

▲柔道教室で指導す
る岡田さん

▲柔道教室の教え子
と共に道場で

「力必達」
～力   れば必ず達する～

つとむ

生涯現役で戦い続けたい

岡田 庫  二  郎 さん（７３歳）中央町在住
くら じ ろう

市内には、それぞれの分野で結果を残し、
その方にインタビューし、体験談や今
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11 

　城下町出石を
舞台に「子ども
大名行列」と「大
人大名行列槍振
り」の時代絵巻
とともに、今年
は、長野県上田
市・大阪市から
「真田鉄砲隊」
が出演し、まつ
りに華を添えま
す。

●行列・パレード（出石市街地）
　◇小・中学校音楽隊パレード　（９：４５～１０：３０）
　◇子ども大名行列　　　　　　（１２：３０～１４：００）
　◇大人大名行列槍振り・真田鉄砲隊行列
　　　　　　　　　　　　　　　（１４：００～１５：４５）
●会場イベント（辰鼓楼横ステージ）
　◇開会式　　　　　　　　　　（９：００～９：４０）
　◇ミス但馬ちりめん披露　　　（１０：３０～１０：５０）
　◇よさこい踊り（１０：５０～１１：２０、１１：３０～１２：００）
　◇出石高等学校吹奏楽部演奏　（１１：５０～１２：２０）
　◇真田鉄砲隊演武　　　　　　（１３：００～１３：３０）
　◇出石太鼓「炎」演奏　　　　　（１４：３０～１５：１５）
　◇景品付きもちまき大会　　　（１６：００～）
●お祭り広場テント村バザール（大手前広場、終日）
《問合せ》出石お城まつり実行委員会
　　　　　（出石総合支所地域整備課内）

１１月３日（土・祝）　※小雨決行
出石城跡周辺

　大小さまざまな
４８の滝が点在する
阿瀬渓谷は「ひょ
うご風景１００選」に
も選ばれた名所で
す。赤や黄色に染
まる紅葉を満喫し

１１月３日（土・祝）・４日（日）
９：００～１６：００

阿瀬渓谷（日高町羽尻）

てください。
■内　容　ニジマス川釣り、渓谷の味

覚、地元特産品即売など
《問合せ》日高町観光協会�４５－０８００

大人大名行列槍振りの妙技が見もの　出石お城まつり

秋の収穫祭
マロニエまつり

深まりゆく秋を感じてください
阿瀬渓谷 紅  葉 まつり

こう よう

　半世紀以上にわたる歴
史を持つ但馬最大の展覧
会「豊岡市美術展」。市内
外から寄せられた作品の
数々をご覧いただき、芸
術の秋を堪能ください。

■開館時間　９：００～１８：００　＊５日のみ１７：００まで
■内　　容・豊岡市美術展
　　　　　　　絵画、書道、写真、彫塑・工芸
　　　　　　　　　　　…招待作家、一般、高校生
　　　　　　〈特別企画展〉審査員、特別招待作家
　　　　　・全但児童・生徒作品展
　　　　　　　図画、習字…幼児、小学生、中学生
《問合せ》文化振興課

１１月１日（木）～５日（月）
総合体育館

芸術の秋！力作が勢ぞろい　豊岡市美術展 全但児童・生徒作品展

　マロニエ ( 栃 ) の木が群生する町
にちなんだ神鍋高原マロニエの里の
秋の収穫祭。マロニエ鍋 ( 地元野菜
とニジマスを「まるごと日高みそ」
で煮込んだ石狩鍋風 ) の振る舞いで
旬の味をお楽しみください ｡

１１月３日（土・祝）９：３０～１５：００
道の駅「神鍋高原」（日高町栗栖野）

■内　容　もちつきの実演、マロニエ鍋などの試食コーナー、
　　　　　バザー、そうだろ節の踊り、景品付きもちまき（午前
　　　　　１１時・午後２時３０分）など
　　　　　※ＪＡ日高ふれあいまつり、かにまつりと同時開催
《問合せ》マロニエの里づくり推進会議事務局
　　　　（日高総合支所地域整備課内）
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　秋深まる神鍋高原に但馬のおいしい食べ物と特
産物が大集合します。ぜひ、お越しいただき、但
馬の海の幸、山の幸を満喫ください。
■内　容　但馬牛の丸焼きなどの名物料理の実

演・販売、松葉ガニや新鮮な農産物な
どの販売、アンパンマン着ぐるみ
ショー（１１日）、ビンゴゲーム大会な

１１月１０日（土）・１１日（日）１０：００～１６：００
県立但馬ドーム

どのステージイベント、足湯などの体験コーナー、たじまエコフェスタなど
■その他　駐車場には限りがありますので、車は乗り合わせてお越しください。また、当日は、じば

さん但馬と但馬ドームの間を下表のとおり臨時バスが運行されますので利用ください。
《問合せ》農林水産課農政係

１１月１８日（日）９：００～１４：００
竹野北前館駐車場

　カニに関するイベントが盛りだくさん。皆さ
ん、イベントに参加してお楽しみください。
■内　容　カニのサンバサンバ大会、カニの雑

炊早食い競争、カニと魚の競り市、
松葉ガニ大抽選会、アンコウ解体
ショー、アンコウ鍋など

※ＪＡたじま竹野ふれあいまつりと同時開催
《問合せ》たけの観光協会�４７－１０８０

カニづくしのイベント
竹野カニカニカーニバル

１１月２３日（金・祝）１１：００～１２：３０
ＪＲ城崎温泉駅前

　カニのシーズンを迎え、城崎温泉にカニ王国
が開国します。開国式の名物イベントは「カニさ
んありがとう絶叫大会」です。皆さんもぜひ参加
して、最高級の松葉ガニを獲得してください。
■内　容　カニさんありがとう絶叫大会、開国

式、じゃんけんぽん大会
《問合せ》城崎温泉観光協会�３２－３６６３

「絶叫大会」に参加ください
カニ王国開国式

小　　人大　　人運賃（１日フリー乗車券）
２５０円５００円じばさん但馬・豊岡駅前・豊岡南警察署
１５０円３００円江原駅西口

但馬のおいしいもの・特産品大集合！コウノトリ翔る但馬まるごと感動市

【臨時バス運行ルート・時刻表・運賃表】
復　　　　路往　　　　路

じばさん
但馬豊岡駅前豊岡南

警察署
江原駅
西口

但馬
ドーム

但馬
ドーム

江原駅
西口

豊岡南
警察署豊岡駅前じばさん

但馬
１２：０５１２：００１１：５８１１：４０１１：１５　９：５０　９：２５　９：０７　９：０５　９：００
１３：１０１３：０５１３：０３１２：４５１２：２０１０：３５１０：１０　９：５２　９：５０　９：４５
１３：５５１３：５０１３：４８１３：３０１３：０５１１：１０１０：４５１０：２７１０：２５１０：２０
１４：４５１４：４０１４：３８１４：２０１３：５５１２：１０１１：４５１１：２７１１：２５１１：２０
１５：５５１５：５０１５：４８１５：３０１５：０５１２：５０１２：２５１２：０７１２：０５１２：００
１６：５０１６：４５１６：４３１６：２５１６：００１３：１０１２：４５１２：２７１２：２５１２：２０
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日本文化デザイン会議2007兵庫豊岡会議 

～文化力による循環境の再生～ 
「コウノト・リ・デザイン」 「コウノト・リ・デザイン」 参加者 募集 

　日本文化デザイン会議は、文学・哲学・建築・映像・評論など、広く社会・文化をデザインする多彩な分野からの専
門家120人が自発的に集まり、日本のこれからに向けての「リ・デザイン(再生)」をテーマに社会や文化に新しい
角度から働きかけ、情報を発信していこうという取り組みを行っています。 

　現在の市役所
本庁舎は昭和２
年に建築され、
施設の老朽化や
事務室等の分散
化、そして狭い
こと等により市
民サービスと事
務効率の低下を招いています。
　このため、本庁舎の建設に向けて検討する「新庁
舎建設市民検討委員会」を設置し、その委員を募集
しますので、応募ください。
　なお、市民検討委員会の委員は、公募のほか市内
の公共的団体等から推薦いただく方や学識経験者の
計１５人程度を予定しています。
◇市民検討委員会委員の役割　次の事項について月
１回程度開催予定の委員会で検討し、市長に報告
書（意見書）を提出していただきます。
①新庁舎の機能、規模および施設計画に関すること
②新庁舎の建設位置に関すること
◇募集人員　３人程度（書類審査により選考）
◇任期（予定）　１１月から基本構想・基本計画策定の
時期（平成２１年３月ごろ）まで

◇応募資格
①２０歳以上（平成１９年１１月１日現在）で、市内在住ま
たは在勤・在学の方

②この委員会の趣旨に関して、意見・提言をお持ち
の方

③平日に開催する会議および視察に参加できる方
④地方公共団体の議員または常勤の公務員でない方
⑤特定の意見に偏らず、市民の視点から客観的、公
平的な審議ができる方

⑥暴力団の構成員またはこれに準ずる者でない方
◇応募方法　新庁舎建設推進室および各総合支所総
務課にある所定の応募申込書（市のホームページ
からダウンロードすることもできます）に、住所、氏名、
応募理由などを記入の上、直接持参してください
（新庁舎建設推進室へは、郵送またはメールも可）。
※応募に係る経費は、すべて応募者の負担とします。
※応募書類は返却できませんので、了承ください。
※詳細は募集要項をご覧ください。
◇申込期限　１１月７日（水）必着
◇選考方法　提出された応募申込用紙により選考し、
　選考結果は郵送で応募者全員に通知します。
《申込み・問合せ》　新庁舎建設推進室
　メールアドレス　shinchousha ＠ city.toyooka.lg.jp

　
　豊岡の豊かな自然が育んだオーガニック（有機、
無農薬）なお米を、「食」の専門家たちがアレンジ
します。
◇時　間　１１：００～１３：３０
◇場　所　県立コウノトリの郷公園ほか
◇定　員　５０人（先着順）　◇参加費　無料

　
　都市・ヒト・自然のさらなる豊かな関係について
さまざまな分野のスペシャリストによる自由な発想
で語り合います。
◇時　間　１４：００～１７：４５
◇場　所　豊岡市民プラザほっとステージ
◇定　員　２５０人（先着順）　◇参加費　無料
◆パネルディスカッション
　パネリスト（予定・敬称略）
　若林広幸（建築家）、稲本健一（㈱ゼットン代表取

締役）、井上章一（国際日本文化研究センター教授）、
宮本リンメイ（地域ブランディングプロデューサー）、
門上武司（アマカラ手帖編集長）、速水　亨（林業家）、
山田真美（作家）、横川　潤（食評論家）、園山真希
絵（料理研究家）、中貝宗治（豊岡市長）

　
　「豊岡への想い」をテーマにパネリストと語り合
います。
◇時　間　１８：３０～２０：００
◇場　所　未定（後日、参加者へ連絡します）
◇定　員　５０人（先着順）　◇参加費　飲食費実費

■「コウノトリの舞・米・マイツアー」
　　～豊岡の食材を活かした提案～

開催日　１１月２３日（金 ･祝）

■シンポジウム
　「オーガニック食サミットの提言」

■「 夜  楽塾 」
や がくじゅく

◇申込期間　１０月２５日（木）～１１月１５日（木）
◇申込方法　電話、ファックスまたはメールで申し

込みください。
《問合せ》
　「ツアー」・「シンポジウム」
　　都市整備課交通政策係　ＦＡＸ２２－１８３９
　　メールアドレス　toshi@city.toyooka.lg.jp
　「夜楽塾」
　　（社）豊岡青年会議所　�２２－４０４１　ＦＡＸ２２－１７４８
　　メールアドレス　kithjc@pearl.ocn.ne.jp

新庁舎建設市民検討委員会の委員を募集します
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も　
７５

億
３
８
９
０
万
円
使
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
末
の
一
般

１８

会
計
の
市
債
残
高
は
、
６
７
８
億

３
０
４
８
万
円
と
な
り
、
市
民
一

人
当
た
り
約　

万
６
千
円
に
上
っ

７４

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、　

月　

日
発
行
の

１０

１０

市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

平
成　

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率

１９

は
、　

・
７
％
と
国
の
基
準
の　

１９

１８

％
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

策
定
済
の
財
政
計
画
で
も
、
同

比
率
が
高
く
な
っ
た
要
因
を
織
り

込
ん
だ
上
で
、
今
後　

年
間
、
財

１０

政
が
成
り
立
っ
て
い
く
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
市
債
残
高
は
人
口
規

模
等
が
類
似
し
た
他
市
に
比
べ
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
繰
上

償
還
な
ど
を
行
い
、
市
債
残
高
の

減
少
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
公
営
企
業
に
は
、
水
道
事

業
・
下
水
道
事
業
・
農
業
共
済
事

業
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
豊
岡
・
城
崎
・

日
高
・
出
石
の
約
２
万
５
千
戸
、

７
万
１
千
人
に
給
水
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
の
決
算
は
、

１８

５
９
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
水
需
要
の
伸
び
悩
み
な
ど

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
１
億
３
７

６
万
円
減
少
し
、
料
金
単
価
は
原

価（
コ
ス
ト
）を
下
回
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

※
竹
野
・
但
東
お
よ
び
豊
岡
・
日

高
・
出
石
の
一
部
約
６
千
戸
、

２
万
人
は
、
別
の
簡
易
水
道
事

業（
特
別
会
計
）と
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
約　

％
の
整

９７

備
を
完
了
し
、
供
用
開
始
戸
数
約

３
万
１
千
戸
、
人
口
８
万
９
千
人

と
な
り
ま
し
た
が
、
水
洗
化
率
は

約　

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

８３
平
成　

年
度
の
決
算
は
、
２
億
６

１８

５
１
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
年
度
か
ら
の
欠
損
金
が

あ
り
、
累
積
欠
損
金
は
４
億
３
２

４
７
万
円
と
厳
し
い
財
政
事
情
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
共
済
事
業
会
計
の

決
算
は
、
収
入
総
額
２
億
９
３
０

万
円
、
支
出
総
額
１
億
９
９
９
７

万
円
。
共
済
金
の
支
払
額
は
、
家

畜
共
済
５
４
３
３
万
円
、
水
稲
共

済
３
８
４
万
円
な
ど
、
総
額
５
９

６
４
万
円
で
し
た
。

平
成　

年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

１８

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

１８

険
な
ど
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入
７
４
２
億
６
５

４
０
万
円
、
歳
出
７
２
１
億
８
５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
６
７
８
億
３
０
４
８
万
円

と
な
り
、
市
民
一
人
当
た
り
約　

万
６
千
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

７４

《
問
合
せ
》
財
政
課

一
般
会
計
の
決
算

〈一般会計〉

歳入　４９３億５１４９万円

歳出　４７９億４１０３万円
　

〈特別会計〉

歳入　２４９億１３９１万円

歳出　２４２億４４７４万円

公
営
企
業
会
計
の
決
算

〈水道事業〉
収　入　１５億４８０６万円
支　出　１５億４２１２万円
純利益　　　　５９４万円

　
〈下水道事業〉
収　入　５０億６８０５万円
支　出　４８億　２８７万円
純利益　　２億６５１８万円

一
般
会
計
…
教
育
、
福
祉
、
消
防
、

道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど
、
市

の
基
本
的
な
事
業
に
関
す
る
会

計
で
す
。

特
別
会
計
…
特
定
事
業
を
特
定
の

財
源
で
賄
う
た
め
の
会
計
で
す
。

企
業
会
計
…
水
道
や
下
水
道
事
業

な
ど
企
業
的
性
格
（
独
立
採
算

制
に
よ
る
経
営
な
ど
）
を
持
っ

た
事
業
を
運
営
す
る
地
方
公
営

企
業
の
会
計
で
す
。

市民１人当たりの決算（一般会計）

歳　入 
５４２，８０１円 

歳　出 
５２７，２８８円 

※平成１９年３月末の住民基本台帳人口（９０，９２０人）に 
　基づき計算しています。 

地方債（借入金） 
73,155円 公債費（借入金返済） 

82,918円 

その他の経費 42,584円 

農林水産業費 農林水産業費 19,872円 19,872円 

衛生費 54,862円 

教育費 55,946円 

総務費 86,249円 

土木費 87,643円 

民生費（福祉関係） 
97,214円 

国県支出金 58,544円 

地方交付税 184,274円 

市　税 108,097円 

使用料その他市の独自収入 
72,042円 

基金等からの繰入 
15,924円 15,924円 

その他国県からの収入 
30,765円 依

存
財
源
　
６４
％ 

自
主
財
源
　
３６
％ 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

●　

月　

日（
土
）は

１１

１０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●　

月
５
日（
月
）・　

日（
月
）・

１１

１２

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１９

２６

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
市
県
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

今
年
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見

込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保

険
料
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら　

月
１１

初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
今
年
１
月
か
ら

　

月
１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

１０民
年
金
保
険
料
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

み
額
で
す
。
納
付
忘
れ
等
が
あ
る

場
合
も
、
年
内
に
納
付
す
れ
ば
今

年
分
の
控
除
対
象
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、　

月
２
日
以
降
に
今
年

１０

初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

は
、
来
年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書

や
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
所
得
税
等
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
告
の

際
は
、
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
再
発
行
等
控
除
証
明
書
に

関
す
る
問
合
せ

▽
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０－

０
０－

９
９
１
１

▽
利
用
期
間

　

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

１１

２０

１４

日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

老
齢
年
金
等
に
は
、
所
得
税
法

上
、「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
（
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
）。年
金
額
が
１
５
８
万
円
（　
６５

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
）
以

上
の
方
の
所
得
税
は
、
受
け
取
る

年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る

源
泉
徴
収
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
」（
以
下
、「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
と
い
う
）
を
、

社
会
保
険
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、

毎
年　

月
下
旬
に
社
会
保
険
業
務

１０

セ
ン
タ
ー
か
ら
年
金
受
給
者
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、　

月
１
日
ま
で
に
同

１２

セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
控

除
申
告
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
た
場

合
な
ど
は
、

豊
岡
社
会
保

険
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
任

意
に
加
入
で
き
る
公
的
な
個
人
年

金
で
、
掛
金
の
全
額
が
所
得
税
・

市
県
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

の
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業

の
方
等
）

※
次
に
該
当
す
る
方
は
加
入
で
き

ま
せ
ん

・
保
険
料
を
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
納
付（
一
部
免
除
）さ
れ
て
い

る
方

・
若
年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方

・
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
方

・
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
▽
国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の

問
合
せ
・
資
料
請
求
先

　

兵
庫
県
国
民
年
金
基
金
（
〒
６

５
１
‐
０
０
８
３
神
戸
市
中
央

区
浜
辺
通
５
‐
１
‐
１
４　

神

戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　
１０

階　

１
０
０
９
号
室

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

国
民
年
金
に

「
ゆ
と
り
」
を
プ
ラ
ス

＝
国
民
年
金
基
金
＝

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す

〜
年
金
受
給
者
の
方
へ
〜

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

�
０
１
２
０－

　

－

４
１
９
２

６５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.hyogo

‐kikin.or.jp
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家
庭
ご
み
の
分
別
状
況 

■
ご
み
の
分
別

　

昔
か
ら
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分

け
れ
ば
資
源
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図

る
た
め
、
家
庭
ご
み
を
６
分
別
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
別
方
法
は
、
市
町
合
併

す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

お
お
む
ね
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

新
し
く
豊
岡
市
に
転
入
さ
れ
た
方

な
ど
、
分
別
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
分
別
が
出
来
て
い
な
い
ご
み
は
？

　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た

ご
み
は
、
収
集
作
業
員
が
目
視
で

危
険
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か
な

ど
を
検
査
し
、
分
別
が
出
来
て
い

な
い
場
合
は
、
取
り
残
し
た
理
由

を
記
入
し
た
黄
色
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
り
付
け
て
、
取
り
残
し
て
い
ま

す
。

■
ご
み
種
別
の
分
別
傾
向

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
取
り
残
し
状

況
は
、豊
岡
地
域
の
例
を
見
て
み
る

と
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
カ
月

間
で
２
、６
５
４
個
あ
り
ま
し
た
。

豊
岡
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
、１
、

０
５
２
箇
所
あ
り
、１
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
当
た
り
約
２
・
５
個
と
な
り
ま

す
。月
別
で
は
、４
月
が
７
８
２
個
、

５
月
が
５
７
３
個
、６
月
が
７
５
４

個
、７
月
が
５
４
５
個
と
横
ば
い
の

状
況
で
す（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

　

一
方
、品
目
別
で
は
、プ
ラ
製
容

器
包
装
の
取
り
残
し
が　

・
３
％
、

４７

次
に
、燃
や
さ
な
い
ご
み
が　

・
２

１４

％
、３
番
目
に
紙
製
容
器
包
装
が

　

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ

１１２
参
照
）。プ
ラ
製
容
器
包
装
の
取

り
残
し
理
由
と
し
て
、分
別
違
い
が

　

・
９
％
、汚
れ
が
ひ
ど
い
が　

・
０

６２

２８

％
、袋
違
い
が
８
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
３
参
照
）。

■
間
違
い
や
す
い
の
は

　
　
　
　
　
　

プ
ラ
製
容
器
包
装

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
分
別
に
一
番

苦
労
さ
れ
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
製

容
器
包
装
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
の
が
、

お
も
ち
ゃ
の
よ
う
に
素
材
そ
の
も

の
が
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
来
て
い

る
も
の
で
、
プ
ラ
製
容
器
包
装
に

分
別
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ル
ー

ル
で
は
間
違
い
で
す
。

　

製
品
や
商
品
が
包
ま
れ
て
い
る

容
器
や
包
装
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
も
の
や
、
�
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
付
い
て
い
る
も
の
が
プ
ラ
製

容
器
包
装
に
該
当
し
ま
す
。汚
れ

の
ひ
ど
い
も
の
は
、リ
サ
イ
ク
ル

に
向
き
ま
せ
ん
。燃
や
す
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
に

よ
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
格
段

に
向
上
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

（例）豊岡地域 

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

取り残し個数 

取り残し品目 

4月 5月 6月 7月 

プラ製容器包装 
47.3％ 

燃やさないごみ 
14.2％ 

紙製容器包装 
11.9％ 

分別違い 
62.9％ 汚れがひどい  28.0％ 

袋違い 
8.5％ 

ステッカーなし 
0.3％ 

その他  0.2％ 処理困難物 
0.1％ 

ペットボトル 
11.3％ 

びん・かん 9.1％ 

燃やすごみ 6.2％ 

プラ製容器包装の取り残し理由 グラフ３ 

グラフ２ 

グラフ１ 

782

573

754

545

　

今
年
度
の
東
井
義
雄
賞
「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
に
は
、
市
内
外
か
ら

９
０
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
現
在
、
入
賞
作
品
の
選
考
を
行
っ
て
い
ま

す
。
命
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
の
側
に
立
っ
た
教
育
を
目
指
し
た
東
井

義
雄
さ
ん
の
言
葉
の
中
に
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
も
通
じ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
東
井
義
雄
詩
集
」
の
中
か
ら
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
但
東
分
室

　
　
　
「
ど
の
子
も
子
ど
も
は
星
」

ど
の
子
も
子
ど
も
は
星

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
い
た
だ
い
て　

ま
ば
た
き
し
て
い
る

ぼ
く
の
光
を
見
て
く
だ
さ
い
と
ま
ば
た
き
し
て
い
る

わ
た
し
の
光
も
見
て
く
だ
さ
い
と
ま
ば
た
き
し
て
い
る

光
を
見
て
や
ろ
う

ま
ば
た
き
に　

応
え
て
や
ろ
う

光
を
見
て
も
ら
え
な
い
と
子
ど
も
の
星
は
光
を
消
す

ま
ば
た
き
を
や
め
る

ま
ば
た
き
を
や
め
て
し
ま
お
う
と
し
は
じ
め
て
い
る
星
は
な
い
か

光
を
消
し
て
し
ま
お
う
と
し
は
じ
め
て
い
る
星
は
な
い
か

光
を
み
て
や
ろ
う

ま
ば
た
き
に
応
え
て
や
ろ
う

そ
し
て

や
ん
ち
ゃ
者
か
ら
は
や
ん
ち
ゃ
者
の
光

お
と
な
し
い
子
か
ら
は
お
と
な
し
い
子
の
光

気
の
は
や
い
子
か
ら
は
気
の
は
や
い
子
の
光

ゆ
っ
く
り
や
さ
ん
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
や
さ
ん
の
光

男
の
子
か
ら
は
男
の
子
の
光

女
の
子
か
ら
は
女
の
子
の
光

天
い
っ
ぱ
い
に

子
ど
も
の
星
を

か
が
や
か
せ
よ
う
。

ステーションでの取り残し状況
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月
２
日
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

１０
ス
ト
株
式
会
社
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ

基
金
に
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
の
取
組
み
」
と
豊
岡
市
の

他
の
観
光
資
源
と
を
連
携
さ
せ
た

新
た
な
旅
行
商
品
を
販
売
さ
れ
て

お
り
、
今
回
、
そ
の
収
益
の
一
部

３
０
、０
０
０
円
を
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

同
社
西
日
本
営
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
ー
本
部
長
の
小
橋
英
明
さ
ん
は

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
応
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
野
生
復
帰
の

取
組
み
に
効
果
的
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
話
す
と
、
中
貝
市
長

は
「
豊
岡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
も

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
、
幼
稚
園
と
保
育
園

１０
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

「
豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
」
を

市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
公
募
で
選
ば
れ
た
一

般
市
民
や
保
護
者
、
教
育
関
係
者
、

学
識
経
験
者
な
ど　

人
で
構
成
。

１８

会
長
に
は
兵
庫
教
育
大
学
教
授
の

加
治
佐
哲
也
さ
ん
が
、
副
会
長
に

は
、
出
石
区
長
協
議
会
長
の
酒
井

清
道
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
今
後
の
幼
稚
園

と
保
育
園
が
、
よ
り
良
い
就
学
前

の
教
育
・
保
育
の
場
と
な
り
、さ
ら

に
効
果
的
な
運
営
が
図
れ
る
よ
う

一
元
化
、
再
編
お
よ
び
民
営
化
な

よ
り
良
い
就
学
前
の
教
育
・
保
育
を
検
討

豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
を
開
催

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
寄
付

旅
行
会
社
が
野
生
復
帰
の
取
組
み
を
支
援

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
９
月
】

３
日
・
９
月
定
例
市
議
会
（
〜　
２８

日
）

　

日
・
市
内
最
高
齢
夫
婦
祝
福
訪

１４

問

　

日
・
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
兵
庫

１７

　

豊
岡

ｉｎ

　

日
・
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
防
災

１８

特
別
セ
ミ
ナ
ー（
千
葉
県
）

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

２２
　
　
　
（
城
崎
町
楽
々
浦
）

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

・
豊
岡
南
地
区
暴
追
・
防
犯
・

交
通
安
全
大
会

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

２３

（
日
高
町
山
本
）

　

日
・
但
馬
自
治
会
に
よ
る
県
要

２６

望
（
神
戸
市
）

　

日
・
秋
田
わ
か
杉
国
体
出
場
選

２７

手
激
例
会

　

日
・
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大

２９

会
中
央
大
会
（
〜　

日
）

３０

【　

月
】

１０２
日
・
子
育
て
懇
談
会

３
日
・
市
民
環
境
大
学

５
日
・
中
国
広
東
省
大
学
生
来
豊

　
　

・
日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ（
〜
６
日
）

７
日
・
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８
日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥

高
く
舞
い
上
が
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

　

９
月　

日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
羽

２２

が
、
城
崎
町
楽
々
浦
の
水
田
地
帯

か
ら
自
然
放
鳥
さ
れ
、
豊
岡
の
空

へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
観
光
客
や
地
元
住
民

ら
約
１
、６
０
０
人
が
見
守
る
中
、

放
鳥
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て

き
た
１
歳
の
オ
ス
２
羽
と
２
歳
の

メ
ス
１
羽
が
木
箱
か
ら
勢
い
よ
く

飛
び
出
し
、
大
き
な
翼
を
羽
ば
た

か
せ
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

自
然
放
鳥
を
記
念
し
た
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、じ
ば
さ
ん
但
馬

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。基
調
講
演
で
は
、コ
ウ
ノ
ト

リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
で
俳
優
の

 
柳
生 　

博
さ
ん
が
、
米
の
安
全
性

や
ぎ
ゅ
う

と
生
態
系
に
配
慮
し
た
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
」
の
意
義
を
強
調

し
、
集
ま
っ
た
参
加
者
と
と
も
に

自
然
再
生
や
農
業
の
あ
り
方
な
ど

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌　

日
に
も
日
高
町
山

２３

本
の
ケ
ー
ジ
か
ら
３
歳
の
オ
ス
１

羽
と
２
歳
の
メ
ス
１
羽
が
野
外
に

放
た
れ
、
こ
の
一
連
の
放
鳥
で
豊

岡
の
空
に
は
、　

羽
の
コ
ウ
ノ
ト

２０

リ
が
舞
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に

よ
る
と
、
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
内
、

死
亡
し
た
の
は
１
羽
の
み
で
、
自

然
界
で
の
繁
殖
に
も
成
功
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
野
生
復
帰

事
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
で
放
鳥
を
休
止
す
る
方
針

で
、
今
後
、
新
た
な
段
階
に
進
む

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

▲木箱の扉が開くと勢いよく飛び出し、力
強くはばたくコウノトリ

ど
に
つ
い
て
、
地
域
性
も
考
慮
し

な
が
ら
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
答
申
は
来
年
秋
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▲幼稚園と保育園のあり方について意見を
述べる加治佐哲也会長（中央）
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月
２
日
、
市
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
岡

１０
駅
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
Ｏ
ホ

テ
ル
」
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

災
害
時
に
避
難
場
所
の
提
供
を
受

け
る
災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
物
資
の
提
供

を
受
け
る
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

ま
し
た
が
、
民
間
宿
泊
施
設
と
の

締
結
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
に
は
、
シ
ン
グ
ル
１

０
３
室
、
ダ
ブ
ル　

室
の
客
室
が

１０

あ
り
、
ロ
ビ
ー
を
含
め
る
と
１
４

３
人
を
収
容
で
き
、
協
定
に
は
、

災
害
時
に
客
室
を
避
難
所
と
し
て

提
供
す
る
ほ
か
、
避
難
者
は
寝
具

や
タ
オ
ル
な
ど
の
物
資
や
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡

田
ひ
か
る
さ
ん
が
「
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
が
で
き
る
よ
う
私
た
ち
も
体
制

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
す
と
、
中
貝
市
長
は
「
災
害

時
に
は
要
援
護
者
や
高
齢
者
、
乳

幼
児
な
ど
の
利
用
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
と
て
も
心
強
い

で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
鳥
取
市
か
ら
豊
岡
市
を

経
由
し
、
京
都
府
宮
津
市
ま
で
を

結
ぶ「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」

（
約
１
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）の
早

期
完
成
を
関
係
機
関
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
整
備
促
進
大
会
を　

月　

日
、

１０

１３

豊
岡
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
沿
道
自
治
体
等
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

今
回
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
道
は
、
現
在
、

香
住
道
路（
香
美
町
香
住
区
）の
み

が
開
通
し
、
県
内
で
は
、
余
部
道

路（
同
区
）と
東
浜
居
組
道
路
（
新

温
泉
町
〜
鳥
取
県
岩
美
町
）
で
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
関
係
者
や
市
民
ら
約

１
、０
０
０
人
が
参
加
し
、第
１
部

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
土
交
通

省
技
監
の
谷
口
博
昭
さ
ん
の
基
調

講
演
や「
連
携
・
交
流
に
よ
る
こ
れ

か
ら
の
地
域
像
」を
テ
ー
マ
に
し

た
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
決
起
大
会
の
意

見
発
表
で
は
、
小
坂
小
学
校
児
童

ら
が
、
平
成　

年
の
台
風　

号
の

１６

２３

被
災
時
に
お
け
る
道
路
の
大
切
さ

を
写
真
な
ど
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
全

員
が
立
ち
上
が
り
、「
エ
イ
エ
イ

オ
ー
」
と
気
勢
を
上
げ
て
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

 
Ｏ 
ホ
テ
ル
と
災
害
協
定
を
締
結

オ
ー

災
害
時
に
備
え
民
間
宿
泊
施
設
と
連
携

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会
を
開
催

早
期
完
成
に
向
け
て
３
府
県
が
連
携　
促
進
大
会
に
１
、０
０
０
人
が
参
加

　
　

月
７
日
、
但
馬
地
方
の
医
療

１０
に
つ
い
て
考
え
る
「
地
域
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
基
調
講
演
を
し
た
赤
穂

市
民
病
院
病
院
長
の
邉
見
公
雄
さ

ん
は
、
開
業
す
る
医
師
が
増
え
、

都
市
部
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
、
地
方
の
医
師
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
後
の
公
開
討
論
会
に

は
、
豊
岡
病
院
の
関
係
者
や
開
業

医
、
中
貝
市
長
、
市
民
代
表
の
主

婦
ら
が
参
加
し
、
研
修
制
度
の
充

実
や
余
裕
の
あ
る
勤
務
へ
の
見
直

し
な
ど
で
勤
務
医
離
れ
を
食
い
止

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
議

論
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
倉
橋
卓
男

さ
ん
は
、「
小
児
救
急
の　

％
が
発

８０

熱
な
ど
の
軽
症
。
家
庭
看
護
の
知

識
不
足
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
近

所
の
か
か
り
つ
け
医
の
確
保
や
兵

庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
�
＃
８
０
０
０
ま
た
は
�
０
７ 

８－

７
３
１－

８
８
９
９
）の
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

但
馬
の
危
機
的
な
医
師
不
足
の
解
決
に
向
け
て

バ
ッ
ト
の
材
料
と
な
る
木
を
寄
贈

　

年
後
の
野
球
少
年
の
た
め
に
役
立
て
て

７０

　
　

月　

日
、 
小  
代 
林
業
研
究
グ

お 

じ
ろ

１０

１１

ル
ー
プ（
香
美
町
小
代
区
）が
市
役

所
を
訪
れ
、
野
球
の
バ
ッ
ト
の
材

料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
の
苗
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は
、地

元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
好
成
績

を
残
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
中
、

何
か
役
に
立
て
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
、
但
馬
３
市
２
町
の
市
役
所
や

役
場
に
ア
オ
ダ
モ
の
苗
を
贈
る
取

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
バ
ッ
ト
の

材
料
に
な
る
の
は　

年
後
で
す
。

７０

　

同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
井
上　

孝

さ
ん
が
「
但
馬
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
苗
を
贈
り
ま
す
」
と
話
す

と
、コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
長
の
太
田

垣
秀
典
は
「　

年
後
の
子
ど
も
た

７０

ち
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
大
切

に
育
て
ま
す
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲アオダモの苗を贈る小代林
業研究グループ代表の井
上　孝さん（左から２人目）

▲Ｏホテルマネージャーの岡田ひかるさ
ん（写真右）と協定書を交わす中貝市長

▲フォーラムで意見を述べる中貝
市長（左から２人目）
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環
境
創
造
型
農
業
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
市
が

新
た
に
商
標
を
取
得
し
た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
」
農

法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
米
を
、
今
年
初
め
て
市
立
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
や

環
境
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
、　

月　

日
、
初
め
て
給
食
に

１０

１１

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」が
登
場
し
た
城
崎
小
学
校

で
は
、
食
べ
る
前
に
先
生
か
ら
米
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
た
後
、
一
斉
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
米
を

食
べ
た
児
童
た
ち
は
口
々
に
「
お
い
し
い
」「
み
ず
み

ず
し
い
」「
甘
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
は
月

に
１
〜
２
回
程
度
登
場
す
る
予
定
で
す
。

　
　

月
３
日
、
県
立
香
住
高
等
学
校
漁
業
科
栽
培
漁

10
業
コ
ー
ス
の
生
徒
７
人
が
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
フ

ナ
の
稚
魚
約
１
万
匹
を
、
ク
ク
イ
湿
地（
下
宮
）な
ど

市
内
の
湿
地
４
カ
所
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ナ
の
稚
魚
は
、
昨
年
、
出
石
川
で
円
山
川

漁
協
と
共
同
で
捕
獲
し
た
親
魚
か
ら
、
今
年
７
月
に

産
卵
・
ふ
化
し
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち
は
餌
や
り
や

ふ
ん
の
除
去
な
ど
の
世
話
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

尾
内
亮
太
く
ん（
３
年
）は
、「
稚
魚
が
人
工 
藻 
に
も

ひ
っ
か
か
っ
て
死
ぬ
な
ど
、
養
殖
に
は
苦
労
し
ま
し

た
。
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て
た
稚
魚
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
餌
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
し
、
フ
ナ
も
産
卵

し
て
増
え
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
話
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
秋
の
味
覚
体
験
と
竹
ド
ー
ム
づ
く
り

３０

教
室
が
竹
野
町
森
本
の
竹
野
南
森
林
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た　

人
は
、
竹
を
ナ
タ
や
ノ
コ
ギ
リ
で
加

１２

工
し
、組
み
合
わ
せ
、円
周
約　

メ
ー
ト
ル
の
竹
ド
ー

１８

ム
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
焼
き
芋
体
験
を
し
て
試
食
し
、

昼
食
で
は
、
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
栗
ご
は
ん
や

川
ガ
ニ
な
ど
、
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
興
味
の
あ
っ
た
竹
ド
ー
ム
づ

く
り
は
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
、
完
成
し
た
時
は
感
動

し
ま
し
た
。焼
き
芋
や
昼
食
は
、と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲初めて登場したコウノトリ育むお米を味わう城崎小学
校２年生の児童たち

▲ククイ湿地にフナの稚魚を放流する生徒たち

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
学
校
給
食
に

環
境
に
や
さ
し
い

お
米
は
お
い
し
い
ね
！

秋
の
味
覚
体
験
と
竹
ド
ー
ム
づ
く
り
教
室

竹
ド
ー
ム
づ
く
り
に
感
動
！

旬
の
味
覚
に
大
満
足
！

▲竹ドームの完成を喜ぶ参加者たち

フ
ナ
の
稚
魚
１
万
匹
放
流

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に

役
立
て
た
い



17 広報とよおか　2007.10.25

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月
５
日
、
秋
の
稲
刈
り
体
験
教
室
が
出
石
町
福

１０
居
地
区
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
、
小
坂
小
学
校
５
年
生

　

人
が
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

２９
　

こ
れ
は
、
社
会
科
体
験
・
総
合
的
な
学
習
の
一
環

と
し
て
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
行
事
で
、
約
４
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
無
農
薬

栽
培
さ
れ
て
い
る
も
ち
米
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
箱
山
憲
明
さ
ん（
出
石
町
福
居
）に
稲
の
刈

り
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
鎌

を
片
手
に
、
次
々
と
稲
を
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

森
本
悠
斗
く
ん
は
「
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
だ
っ

た
け
ど
、
や
っ
て
み
る
と
難
し
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
ち
米
は
、　

月
の
学

１１

校
行
事
の
も
ち
つ
き
大
会
に
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　

月
６
日
、
第
１
回
た
じ
ま
子
ど
も
ま
つ
り
が
県

１０
立
但
馬
ド
ー
ム
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

約
２
、０
０
０
人
の
親
子
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
た
じ
ま
「
子
育
て
」
ネ
ッ
ト
が
地

域
で
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
初
め
て
開
催
し
た

た
も
の
で
、
同
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
小
西
一
司
さ

ん
は
開
会
宣
言
で
「
生
活
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
で
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
毎
月
第
３
日
曜

日
は
『
但
馬
家
庭
の
日
』」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ミ
ニ
列
車
に
乗
車
し

た
り
輪
投
げ
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん
だ
ほ
か
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
あ

り
、
親
子
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲ミニ列車の乗車を楽しむ子どもたち

　

９
月
下
旬
か
ら　

月
上
旬
に
か
け
て
、
但
東
町
天

１０

谷
の
県
道
沿
い
の
休
耕
田
で
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
満
開
と

な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
農
林
水
産
省
が
農
地
な
ど
の

保
全
管
理
を
支
援
す
る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
４
月
に
発
足
し
た
「
天
谷

地
区
資
源
保
全
隊
」
が
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
約

　

ア
ー
ル
の
休
耕
田
は
、
８
月
初
旬
に
ま
か
れ
た
約

２３６
万
本
の
ロ
シ
ア
ヒ
マ
ワ
リ
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
保
全
隊
代
表
の
森
田
康
夫
さ
ん
は
「
初
め
て
の

こ
と
で
ど
う
な
る
の
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
き
れ
い

に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
資
源
の
保
全
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲訪れる方の対応やヒマワリの状況を確認する保全隊
のメンバー

秋
の
稲
刈
り
体
験

稲
刈
り
っ
て
難
し
い
な
ぁ ▲稲刈りに挑戦する子どもたち。もちつき大会が楽

しみ

第
１
回
た
じ
ま
子
ど
も
ま
つ
り

た
じ
ま
の
子
ど
も
た
ち

み
ん
な　
あ
つ
ま
れ　
!!

 
天  
谷 
ひ
ま
わ
り
畑

あ
ま 
だ
に

季
節
外
れ
の
ヒ
マ
ワ
リ
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出
石
地
域
で
七
宝
焼
き
の
作
品

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
済　

葆
子
さ
ん
は
、「
但
馬
七
宝
の
会
」

の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。
同
会

は
平
成　

年
に
発
足
し
、
作
品
展

１６

開
催
を
３
年
毎
と
し
、
今
年
７
月
、

県
立
但
馬
文
教
府
で
第
２
回
作
品

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
、
会

員
数
は
約　

人
で
す
。

３０

　

済
さ
ん
は
学
生
時
代
、
友
人
が

付
け
て
い
た
七
宝
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

見
た
時
に
「
自
分
も
作
っ
て
み
た

い
！
」
と
興
味
を
持
ち
、
８
年
後
、

七
宝
焼
を
す
る
人
に
出
会
い
、
初

め
て
の
七
宝
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま

し
た
。
以
来
、
多
分
野
の
方
々
に

指
導
を
受
け
、
作
品
づ
く
り
に
没

頭
す
る
中
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
技
術
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

作
品
展
に
出
展
し
、
数
々
の
賞
に

輝
き
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

済
さ
ん
は
「
七
宝
焼
き
は
奥
が

深
い
。
同
じ
条
件
で
焼
い
て
も
、

違
い
が
出
ま
す
。
だ
か
ら
、
作
品

の
一
つ
ひ
と
つ
は
、
地
球
上
に
一

つ
し
か
存
在
し
な
い
も
の
と
も
い

え
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

紀
元
前
、
中
近
東
で
発
祥
し
た

七
宝
焼
は
、
全
世
界
に
あ
り
ま
す
。

金
・
銀
・ 
瑠  
璃 
・
は
り
・
し
ゃ
こ
・

る 

り

め
の
う
・ 
赤  
珠 
の
７
種
の
色
の
宝

あ
か 
だ
ま

石
に
似
た
美
し
い
焼
き
物
な
の
で
、

日
本
で
は
七
宝
焼
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
金
や
銀
、
銅
な
ど
の
金
属

製
の
土
台
に
、
金
や
酸
化
金
属
で

発
色
さ
せ
た 
釉  
薬 
を
置
き
、
８
０

ゆ
う 
や
く

０
度
以
上
の
高
温
で 
焼
成 
し
ま
す
。

し
ょ
う
せ
い

融
け
た
釉
薬
は
エ
ナ
メ
ル
の
よ
う

な
美
し
い
色
彩
を
放
ち
、
観
る
者

に
感
動
を
与
え
ま
す
。

　

七
宝
は
、
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ

ン
ト
な
ど
の
小
品
か
ら
壺
な
ど
の

立
ち
物
、
平
面
装
飾
や
壁
面
七
宝
、

七
宝
額
絵
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
が
作
ら
れ
ま
す
。
小
さ
な
も
の

な
ら
家
庭
用
の
電
気
炉
で
作
成
で

き
る
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
趣
味
と
し
て
楽
し
む
人
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

済
さ
ん
は
「
焼
成
と
冷
却
の
繰

り
返
し
の
後
に
は
、
想
像
を
超
え

た
世
界
も
出
現
し
ま
す
。
作
品
を

眺
め
な
が
ら
、
自
分
の
想
い
と
表

現
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
つ
め
、
感

じ
な
が
ら
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ

な
げ
ま
す
。
ど
ん
な
作
品
も
我
が

分
身
で
す
か
ら
可
愛
い
で
す
よ
」

と
言
葉
に
力
を
込
め
ま
す
。

　

済
さ
ん
は
、
七
宝
焼
き
の
魅
力

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
七
宝
焼
き
教
室
」

を
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
市
内
外
か
ら
の
参

加
者
が
七
宝
の
基
本
を
覚
え
た
後
、

予
め
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
い
て
土
台
の
銅
板
を
準
備
す

る
作
業
へ
と
進
み
ま
す
。
そ
の
上

に
釉
薬
を
置
き
、
電
気
炉
に
入
れ

て
焼
成
し
、
作
品
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
婦
人
会
・
地
区
公
民

館
な
ど
の
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ

る
体
験
教
室
の
講
師
を
務
め
る
な

ど
、
七
宝
焼
き
の
底
辺
拡
大
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

済
さ
ん
に
七
宝
焼
き
の
魅
力
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
「
七
宝
焼
き
は

色（
釉
薬
）、炎（
温
度
）、光（
光
線
）

の
芸
術
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
魅
力

と
い
え
ば
、
複
雑
そ
う
に
見
え
て

簡
単
そ
う
、
で
も
、
同
じ
も
の
が

で
き
な
い
面
白
さ
と
奥
深
さ
で
す
。

焼
か
な
い
と
結
果
は
出
な
い
の
で
、

こ
れ
ま
で
失
敗
も
た
く
さ
ん
し
ま

し
た
。
逆
に
、
予
測
し
な
い
結
果

が
出
る
面
白
さ
に
、
失
敗
と
い
う

感
覚
が
マ
ヒ
し
て
い
る
と
気
付
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
作
品
に
優

し
い
目
線
を
送
る
済
さ
ん
。
七
宝

焼
き
の
魅
力
に
の
め
り
込
み
、
そ

れ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

よ
う
と
す
る
済
さ
ん
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▲昭和２０年、鳥取県に生まれる。３１歳の時
の作品展で初めて入選し、その後、数々
の賞を受賞する。日本七宝作家協会正会
員の後に退会。芸術に対するセンスと探
究心、大らかな性格も手伝い、交友関係
は全国的に広い。日本貴金属粘土協会の
講師も務める

　出石地域には、七宝焼きの作品づくりに取り組んでいる方がいます。
　これまで数々のコンクールや美術展で賞を獲得し、培った技術と感
性で、一人でも多くの人にその魅力を知ってもらおうと取り組んでい
る一人の女性を紹介します。

▲

済さんが制作した七宝額絵

 七  宝 焼の仕上がりは七変化
しっ ぽう

納得できる作品づくりに没頭

 済 　 葆  子 
わたる やす こ

さん（６１歳）出石町中村在住

▲今年８月３０日～９月
４日に神戸市で開
催された展示会。済
さんの作品も並んだ

興
味
本
位
で
始
め
た　

　
　
　
　
　
　

七
宝
焼

予
想
外
の
仕
上
が
り
に　

　
　
　
　
　
　
一
喜
一
憂

同
じ
失
敗
は
二
度
と　
　

　
　
　
　
　
　

で
き
な
い

失
敗
の
上
に
成
功
が
あ
る

知
っ
て
く
だ
さ
い　　
　

　
七
宝
焼
き
と
そ
の
魅
力
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弘
道
小
学
校
は
、
出
石
地
域
の

中
心
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
校

区
内
は
、
通
り
に
沿
っ
て
古
い
商

家
や
民
家
が
立
ち
並
ぶ
城
下
町
特

有
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
こ
の
落

ち
着
い
た
環
境
の
中
、
２
３
２
人

の
児
童
た
ち
が
学
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

弘
道
小
学
校
に
通
う
川
見
裕
樹

く
ん（
６
年
）は
、
前
期
の
児
童
会

長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
特
技
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
週
５
日
は
練

習
に
汗
を
流
す
ほ
ど
の
熱
心
さ
。そ

ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
川
見
く
ん

に
弘
道
小
学
校
を
紹
介
し
て
も
ら

弘
道
小
学
校
 

案
内
者
 川
見
裕
樹
 

（
出
石
） 

く
ん
 

２７ 

い
ま
し
た
。

　

弘
道
小
学
校
は
、
１
７
７
５
年
、

出
石
藩
主
が
開
い
た
学
問
所
「
弘

道
館
」
の
名
を
今
に
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
２
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

　

弘
道
小
学
校
の
特
徴
は
、
ク
ラ

ス
タ
ー
配
置
さ
れ
た
校
舎
で
す
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
配
置
と
は
、
教
室

が
別
々
に
建
て
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
廊
下
で
つ
な
が
っ
た
造
り
に

な
っ
て
い
る
も
の
を
言
い
、
低
・

中
・
高
学
年
棟
や
生
活
棟
、
芸
術

棟
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
棟
な
ど
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

僕
の
好
き
な
学
校
の
行
事
は
、

毎
年　

月
に
行
う
「
も
ち
つ
き
大

１２

会
」
で
す
。
学
年
ご
と
に　

キ
ロ

３０

グ
ラ
ム
の
も
ち
米
を
、
保
護
者
や

地
域
の
人
た
ち
と
交
代
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
つ
き
ま
す
。
つ
い
た
も

ち
は
「
き
な
粉
も
ち
」
や
「
カ
レ
ー

雑
煮
」
な
ど
に
し
て
食
べ
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
自
分
た
ち
で
つ
い
た
も

ち
は
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
高
齢
者
の
家

を
訪
問
し
て
、
も
ち
を
配
り
ま
す
。

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
そ

の
時
の
笑
顔
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
す
る
時
に
僕
た

ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
地
域

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ

う
と
、
今
年
初
め
て
７
月
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
を
届
け
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
、
春

に
僕
た
ち
が
種
ま
き
を
し
て
、
そ

の
後
、
水
や
り
を
し
な
が
ら
大
切

に
育
て
た
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
、
少

し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
一
生
懸
命
に
育
て
ま
し
た
。

▲児童たちが楽しみにしているもち
つき大会。「僕にもつかせて」

　

絃
隆
会
は
、
津
軽
三
味
線
と
日

本
民
謡
の
グ
ル
ー
プ
で
、
平
成　
１６

年
に
発
足
し
、
現
在
の
会
員
数
は

　

人
で
す
。

１０
　

同
会
代
表
の
土
肥
隆
良
さ
ん

（
但
東
町
河
本
）は
「
津
軽
三
味
線

の
持
つ
力
強
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

音
色
に
魅
か
れ
、
日
本
の
伝
統
芸

能
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
地
域

の
役
に
立
て
れ
ば
と
会
員
が
集
い
、

結
成
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

津
軽
三
味
線
は
、
青
森
県
の
津

軽
地
方
で
誕
生
し
た 
太  
棹 
を
用
い

ふ
と 
ざ
お

た
三
味
線
で
、
３
つ
の
糸
を 
撥 
で

ば
ち

叩
き
つ
け
る
よ
う
に
弾
く
打
楽
器

的
奏
法
と
、
テ
ン
ポ
が
速
く
音
数

が
多
い
楽
曲
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

津
軽
三
味
線
の
胴
体
部
分
の
皮
は
、

主
に
犬
の
皮
が
使
用
さ
れ
、
撥
の

先
端
に
は 
鼈  
甲 
製
の
も
の
が
使
用

べ
っ 
こ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
土
肥
さ
ん
が
週
１

回
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
津
軽
三

味
線
の
弾
き
方
を
指
導
し
、
月
１

回
、
会
員
み
ん
な
で
津
軽
三
味
線

と
日
本
民
謡
の
合
同
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
年
に

一
度
の
芸
能
発
表
会
の
他
に
、
県

内
の
福
祉
施
設
の
慰
問
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
も
出
演
し
、
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
中
野　
 
仁 
さ
ん
（
但
東

ま
さ
し

町
高
龍
寺
）
は
「
和
楽
器
の
音
色

は
日
本
人
の
心
に
合
い
ま
す
。
人

に
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
り

が
た
く
、
笑
顔
を
見
る
と
励
み
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
「
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
楽

器
と
の
合
同
演
奏
や
な
じ
み
の
あ

る
曲
な
ど
に
挑
戦
し
て
、
津
軽
三

味
線
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と
口

を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

▲歴史と伝統がある弘道小学校

　

僕
は
、
友
達
や
地
域
の
方
々
と

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
こ
の
学

校
と
出
石
の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。

▲津軽三味線の練習に励む絃隆会の皆さん

『 
絃  
隆  
会 
』（
但
東
）

げ
ん 
り
ゅ
う 
か
い

津
軽
三
味
線
の
魅
力
を
伝
え
た
い
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で
、
ス
テ
ー
ジ
板
を
丸
く
切
り

抜
き
、
舞
台
装
置
や
役
者
を
乗

せ
た
ま
ま
回
転
さ
せ
る
装
置
で

す
。

　

直
径
３ 
間 （
約
５
・
４
メ
ー
ト

け
ん

ル
）の
大
き
さ
で
、
床
下
に
「 
奈 な

 
落 
」
と
呼
ば
れ
る
地
下
室
が
あ

ら
くり

、
人
力
で
動
か
し
ま
す
。
場

面
転
換
に
合
わ
せ
て
廻
す
こ
と

に
な
る
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と

廻
す
速
さ
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
床
板
の
四
角
い
切
込

み
板
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
役
者
な
ど
を
登
場
さ
せ

た
り
、退
場
さ
せ
る
機
構
を「
せ

り
」
と
い
い
ま
す
。

〈
花
道
〉

　

舞
台
の
下
手
（
向
か
っ
て
左

側
）
よ
り
に
あ
る
、
細
長
い
廊

下
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
が
「
花

道
」
で
す
。

　
「 
鳥  
屋 
」と
呼
ば
れ
る
小
部
屋

と 

や

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
舞
台
設
備
　
　  

」 

（
そ
の
１
） 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
来
年
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽
館
」
に 

つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

③ 
　

永
楽
館
に
は
、
多
く
の
舞
台
設

備
が
残
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
こ

の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
廻
り
舞
台
〉

　

ス
テ
ー
ジ
中
央
に
大
き
な
円
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が「
廻
り
舞
台
」

か
ら
の
重
要
な
登
場
人
物
の
入
退

場
に
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、
メ
イ
ン
の
舞
台
と
は
離
れ
た

土
地
を
表
し
た
り
、
異
界
を
表
し

た
り
、
道
や
川
を
表
し
た
り
と
使

わ
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
舞
台
か
ら
三
分
、
鳥
屋

か
ら
七
分
の
所
を
「 
七  
三 
」
と
い

し
ち 
さ
ん

い
、
こ
こ
は
役
者
が 
見  
得 
を
切
っ

み 

え

た
り
、
名
乗
り
を
上
げ
た
り
す
る

定
位
置
で
、「
花
道
」
の
中
で
も

「
七
三
」
の
目
の
前
の
席
は
大
人

気
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
七
三
」の
位
置
に
は
、先

ほ
ど
の
「
せ
り
」
と
同
じ
く
、
役

者
が
昇
降
す
る
装
置
が
あ
り
、「
花

道
」
に
あ
る
「
せ
り
」
の
こ
と
を

特
に
「
す
っ
ぽ
ん
」
と
呼
び
ま
す
。

歌
舞
伎
で
は
、
こ
の
「
す
っ
ぽ
ん
」

か
ら
出
て
来
る
の
は
、
人
間
で
は

な
い
と
い
う
約
束
事
が
あ
り
ま
す
。

　

鑑
賞
者
は
、
こ
こ
か
ら
出
て
来

る
忍
者
（
こ
れ
も
歌
舞
伎
で
は
人

間
で
は
な
い
）
や
幽
霊
、 
怨
霊 
、

お
ん
り
ょ
う

狐
や
狸
の
化
身
は
、
人
の
よ
う
に

見
え
て
も
「
あ
あ
、
人
間
じ
ゃ
な

い
ん
だ
」
と
見
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
合
わ
せ
た

登
場
の
仕
方
を
楽
し
む
の
も
鑑
賞

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

続
き
は
、次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣装部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣装部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

ブドウ棚 ブドウ棚 

　

保
育
所
で
は
、
保

護
者
の
共
働
き
、
病

気
や
介
護
な
ど
で
子

ど
も
を
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
な

ど
、
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
を
、
日
中
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
や
親
を
対
象
に

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
一
時
保
育

　

保
護
者
の
急
用
や
傷
病
な
ど
の

緊
急
時
、
ま
た
育
児
疲
れ
か
ら
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
保
育
所
で
預
か
り

ま
す
。

●
病
後
児
保
育

　

保
育
園
児
だ
け
で
な
く
、
在
宅

園
児
や
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
、

子
ど
も
が
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、

集
団
生
活
が
困
難
な
場
合
、
一
時

的
に
専
用
施
設（
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
�　

－

３
９
０
０
）

２９

で
預
か
り
ま
す
。

●
公
開
保
育

　

在
宅
の
子
ど
も
が
、
同
世
代
の

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
触
れ
合
え

る
よ
う
、
公
開
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
保
育
所
に
相
談

く
だ
さ
い
。

●
園
庭
開
放

　

幼
児
、
保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
各

園
で
そ
れ
ぞ
れ
曜
日
と
時
間
を
決

め
て
、
園
庭
や
遊
具
の
開
放
を
し

て
い
ま
す
。

　

一
時
保
育
、
公
開
保
育
、
園
庭

開
放
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
の

都
合
に
よ
り
、
実
施
の
有
無
、
実

施
日
、時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
、
各
保
育
園
ま
た
は
こ
ど

も
育
成
課
保
育
園
係
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ 

1

保
育
所
の
特
別
保
育
事
業 

　

市
で
は
、
３
月
に
策
定
し
た
「
豊
岡
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
行
動
計
画
」
の
中
で
、
子
ど
も
の
育
ち
に
応
じ
た
「
子
育
て
支
援

事
業
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
市
が
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
事
業
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

永楽館の内部
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▽
由
利
昌
宣
（
中
央
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
地
域
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
功
労
者
等

▽
宮
嶋
千
秋
（
但
東
町
小
谷
）

▽
日
高
交
通
安
全
協
会
婦
人
部 

　
（
日
高
町
日
置
）

▽
城
崎
交
通
少
年
団
（
城
崎
町
湯

　

島
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
交
通

安
全
に
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
１
日
に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
た
「
第
８
回
日
本
太

鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
県

大
会
で
、
豊
岡
こ
う
の
と
り
太
鼓

が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、　

歳
ま
で
の
子

１８

ど
も
た
ち
が
和
太
鼓
演
奏
の
技
術

や
演
奏
前
の
礼
儀
、
元
気
の
良
さ

な
ど
を
競
う
も
の
で
、優
勝
し
た
豊

岡
こ
う
の
と
り
太
鼓
は
来
年
３
月

に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

妹
に
と
っ
て
も
優
し
い
ヤ
ン
チ
ャ
な

紗
菜
ち
ゃ
ん
�
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く

楽
し
く
大
き
く
な
ろ
う
ね
�

（
父　
幸
男
・
母　
紗
知
子
、日
高
町
羽
尻
）

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
や

ん
ち
ゃ
な
栄
翔
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
育
っ
て
ね
！

（
父　
和
孝
・
母　
知
子
、野
田
）

（平成１８年１１月２６日生）
植 村 友  貴 

ゆう き

ちゃん
（平成１７年１２月１３日生）
吉 岡 紗  菜 

さ な

ちゃん
（平成１８年１０月１１日生）
荒 木 栄翔  

えいしょう

ちゃん

民
生
委
員
制
度
創
設　

周
年
記
念

９０

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

兵
庫
県
知
事
感
謝
状

「
豊
岡
こ
う
の
と
り
太
鼓
」
が

日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
の
県
大
会
で
優
勝

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
友
貴
�
す

く
す
く
育
っ
て
ね
！

（
父　
慶
二
・
母　
智
子
、栃
江
）

お
父
さ
ん
大
好
き
。元
気
い
っ
ぱ
い

キ
ラ
キ
ラ
２
歳
★

（
父　
哲
也
・
母　
裕
子
、滝
）

歌
が
大
好
き
♪
お
て
ん
ば
遥
花
。思

い
や
り
の
あ
る
女
の
子
に
育
っ
て
ね
。

（
父　
貴
洋
・
母　
美
代
、日
高
町
国
分
寺
）（平成１７年９月６日生）

浅 田 菜  瑠 
な る

ちゃん
（平成１７年９月１６日生）
谷 垣 遥  花 

はる か

ちゃん

い
つ
も
元
気
で
優
し
い
リ
オ
。
大
き

く
な
っ
た
ら
デ
ー
ト
し
よ
う
ネ
�

（
父　
巧
・
母　
沙
緒
里
、江
本
）

か
わ
い
い
さ
や
ち
ゃ
ん
、
優
し
い
女

の
子
に
な
っ
て
ね
。
さ
や
ち
ゃ
ん
大

好
き
！

（
父　
昌
一
・
母　
愛
美
、正
法
寺
）

（平成１７年９月２１日生）
近 藤 璃  央 

り お

ちゃん
（平成１９年５月２３日生）
森脇 咲  弥  奈 

さ や な

ちゃん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
。い
っ
ぱ

い
た
べ
て
、あ
そ
ん
で
、大
き
く
な
っ

て
ね
。

（
父　
専
・
母　
由
香
、出
石
町
大
谷
）

（平成１８年８月３１日生）
�井　 脩 

　しゅう

ちゃん

　

こ
の
ほ
ど
、
豊
岡
市
市
勢
要
覧

「
と
よ
お
か
豆
事
典
２
０
０
７
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
勢
要
覧
は
、
昨
年
新
規

に
作
成
し
た
市
勢
要
覧
を
基
本
と

し
、
今
年
２
月
に
策
定
し
た
総
合

計
画
の
内
容
を
加
え
る
と
と
も
に
、

内
容
、
デ
ー
タ
の
一
部
を
更
新
し

た
も
の
で
す
。

　

数
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
希

望
の
方
に
は
無
料
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
秘
書
広
報
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
、
図
書
館
本
館
ま

た
は
各
分
館
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

市
勢
要
覧
を
作
成
し
ま
し
た
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）・　

日

１１

１０

１１

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
８
時

１０

▽
場
所　

ア
イ
テ
イ

　

２
階
中
央
広
場

▽
内
容

・
市
内
の
小
中
学
生
の

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
応
募
作
品
の
う

ち
入
選
作
品
約　

点
を
展
示

８０

・
防
火 
鎧 
お
よ
び
住
宅

よ
ろ
い

　

用
火
災
警
報
器
の
展

　

示
、
普
及
促
進

・
ミ
ニ
消
防
車
の
展
示

・
防
災
ビ
デ
オ
の
放
映

・
消
防
な
ん
で
も
相
談
室

※
ビ
デ
オ
放
映
、
消
防
な
ん
で
も

相
談
は
、
午
前　

時
〜
正
午
お

１０

よ
び
午
後
２
時
〜
４
時
に
実
施

し
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

防
止
対
策
の
励
行
に
よ
り
、
火
災

に
よ
る
犠
牲
者
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置

し
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
。

・
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
寝
具
や

カ
ー
テ
ン
・
カ
ー
ぺ
ッ
ト
な
ど

は
防
災
製
品
を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
隣
近

所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

－

　

月
９
日
〜　

日－

11

１５

◆
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
４
日（
日
）午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
１
時
（
雨
天
時
は
正

午
ま
で
）

▽
場
所　

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

▽
内
容

・
ミ
ニ
消
防
車
の
乗
車

　

体
験
「
ぼ
く
ら
は
チ

　

ビ
ッ
コ
消
防
士
」

・
放
水
体
験
「
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ　

Ｆ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
」

・
救
助
体
験
「
チ
ビ
ッ
コ
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
」

・
消
防
車
両
の
展
示
と
写
真
撮
影

・
消
防
・
救
急
な
ん
で
も
相
談
室

※
雨
天
の
場
合

・
防
災
ビ
デ
オ
の
放
映

・
ミ
ニ
消
防
車
、
鎧
の
展
示

・
消
防
な
ん
で
も
相
談
室

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
指

導
係
�　

－

８
０
３
６

２４

◆
と
よ
お
か
消
防
フ
ェ
ア　
’０７

■
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）を
利
用
く
だ
さ
い

　

本
シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）は
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き
（
申

告
、
納
税
、
申
請
・
届
出
等
）
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う

も
の
で
す
。

　

個
人
の
方
は
、
電
子
申
告
に
よ

り
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
際

に
、
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電

子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た
場

合
、
当
該
年
度
の
所
得
税
額
か
ら

５
、０
０
０
円
を
上
限
と
し
た
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
（
平
成　

年
ま

１９

た
は　

年
の
い
ず
れ
か
１
回
）。

２０

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署

　

�　

－

２
１
０
１

２２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.e

‐tax.nta.go.jp
税
を
考
え
る
週
間

－

　

月　

日
〜　

日－

11

11

17

期

間

期

間
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今
年
度
の
日
本
一
を
決
め
る

「
障
害
者
甲
子
園
」と
言
わ
れ
る
身

体
障
害
者
野
球
選
手
権
全
国
大
会

が
、
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
精
鋭
６
チ
ー
ム
の
、
夢
と
感

動
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
応
援
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
３
日（
土
・
祝
）・
４

１１

日（
日
）　

午
前
９
時
〜

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
内
容　

代
表
６
チ
ー
ム
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

◆
そ
の
他
の
催
し

〈
身
体
障
害
者
野
球
写
真
展
…

　
　

心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
展
〉

▽
場
所　

ド
ー
ム
棟　

１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス

▽
内
容　

第
８
回
大
会
の
名
場
面

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
写
真
展

〈
但
馬
ド
ー
ム
応
援
隊

「
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」の
催
し
〉

▽
場
所　

ド
ー
ム
棟　

１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス

第
９
回 
全
日
本
身
体
障
害
者

野
球
選
手
権
大
会

▽
内
容　

焼
き
ち
く
わ
の
販
売
や

手
作
り
豚
汁
の
振
る
舞
い

〈
全
日
本
身
体
障
害
者

野
球
選
手
権
大
会
写
真
展
〉

▽
期
間　
　

月
４
日（
日
）ま
で

１１

▽
場
所　

セ
ン
タ
ー
棟　

ギ
ャ
ラ

リ
ー

▽
内
容　

こ
れ
ま
で
の
大
会
の
名

場
面
を　

枚
の
写
真
で
紹
介

５６

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー

ム
�　

－

１
９
０
０

４５

　

農
園
利
用
者
と
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
、
情
報
交
換
の
場
と

す
る
「
今
森
市
民
農
園
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。
気
軽
に
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
農
園
の
新
規
利

用
申
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。　

▽
日
時　
　

月
３
日（
土
・
祝
）

１１

　

午
後
１
時
〜
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所　

今
森
市
民
農
園

　
（
豊
岡
市
今
森
）

▽
内
容

・
野
菜
作
り
相
談
会

・
地
元
産
農
産
物
、

　

米
の
販
売

・
農
機
具
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
問
合
せ　

今
森
農
会　

村
田
さ

ん
�　

－

６
０
２
７

２３

今
森
市
民
農
園
祭

　

地
元
産
の
そ
ば
粉
や
お
に
ぎ
り
、

焼
き
鳥
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、「
盛

り
そ
ば
」
を
特
別
価
格
で
提
供
し

ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日

１１

１１

　
（
日
）午
前　

時
〜

１０

　

午
後
５
時

▽
場
所　

殿
さ
ん
そ
ば

　
（
日
高
町
殿
８
１
０
）

▽
内
容　

・
通
常
６
５
０
円
の「
盛
り
そ
ば
」

を
５
０
０
円
で
提
供

　
（
当
日
の
そ
ば
メ
ニ
ュ
ー
は「
盛

り
そ
ば
」
の
み
で
す
。

・
地
元
産
の
新
そ
ば
粉
を
格
安
で

販
売

・
地
元
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

も
ち
米
、
野
菜
の
販
売

・
新
米
お
に
ぎ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
、

焼
き
鳥
の
販
売

▽
問
合
せ　

殿
さ
ん
そ
ば

　

�　

－

１
８
８
８

４４

殿
さ
ん
そ
ば

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

▽
期
間　
　

月　

日（
月
）〜　

日

１１

１２

１６

（
金
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時
▽
場
所　

県
立
日
高
高
等
学
校

（
日
高
町
岩
中
１
）

▽
内
容　

授
業
お
よ
び
施
設
公
開

▽
そ
の
他　

下
表
の
と
お
り
、
特

別
非
常
勤
講
師
の
講
座
も
公
開

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
聴
講
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

参
観
希
望
の
方
は
、

事
前
に
電
話
で
、
希
望
日
時
、

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
日
高
高
等
学
校

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
公
開
）

▽申込み・問合せ　兵庫県立日高高等学校　�４２－１１３３

講　　　師講義題目講義対象日　　時

朝来市社会福祉協議会
いきいき介護センター
職員　谷原清代さん

福祉レクリエー
ションについて

福祉科
１年生

１１月２２日（木）
午後１時３５分
　～３時２５分

京都大学医学部附属病院
副看護部長　桑原安江さん

看護の魅力
看護科
３年生

１１月２６日（月）
午後１時３５分
　～３時２５分

神戸アドベンチスト病院
院長　山形謙一さん

看護師に求めら
れるもの－医師
の立場から－

看護科
２年生

１１月３０日（金）
午後１時３５分
　～３時２５分

催

し

催

し
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但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
・
女
性
部
連
合
会
で
は
、
但
馬

地
域
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
魚
食
の
普
及
啓
発

の
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
３
日（
土
・
祝
）

１１

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
前

（
豊
岡
市
祥
雲
寺
）

▽
内
容　
　
　
　
　
　
　

・
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

　

の
無
料
試
食

・
イ
カ
飯
や
煮
ギ
ス
団
子
の
味
噌

汁
の
販
売　

な
ど

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
な
く

な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
但
馬
支
所

　

�　
－

１
１
２
３

３６

▽
開
催
日　
　

月　

日（
日
）

１１

１８

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府

▽
日
程

○
午
後
０
時　

分
〜
１
時　

受
付

３０

○
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

１０

１５

〈
講
演
Ⅰ
〉
一
揆
の
陰
に
咲
い
た

華
〈
講
師
〉
和
田
山
郷
土
歴
史
館

　

館
長　

柴
田
東
一
郎
さ
ん

○
午
後
２
時　

分
〜
４
時
５
分

３０

〈
講
演
Ⅱ
〉「
播
磨
の
国
風
土
記
」

か
ら
見
る
古
代
の
但
馬

〈
講
師
〉
神
戸
大
学
大
学
院
人
文

学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

研
究
員　

松
下
正
和
さ
ん

▽
対
象　

中
学
生
以
上
の
方

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

１１

１６

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
ふ
る

さ
と
芸
術
文
化
振
興
事
業
実
行

委
員
会
（
兵
庫
県
立
但
馬
文
教

府
内
）
�　

－

４
４
０
７

２２

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）午
前　

１１

１９

１０

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

香
林
会
館
（
豊
岡
市 
日 ひ

 
撫 　

正
福
寺
）

な
ど

▽
問
合
せ　

豊
岡
理
玖
子
会　

会

長　

植
村
武
子
さ
ん

　

�　

－

１
３
１
８

２４

魚
食
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
但
馬
で
獲
れ
た
魚
は

が
っ
せ
え
う
め
え
で
ぇ
」

平
成　

年
度

１９
但
馬
歴
史
講
演
会

秋
の
理
玖
子
祭

▽
日
時　
　

月　

日（
土
）・　

日

１１

１０

１１

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１１

▽
場
所　

桜
通
会
館
（
豊
岡
市
桜

町　

‐　

）

２３

１５

▽
内
容　

絵
画
、
書

道
、
写
真
、
彫
塑
、

工
芸
、
陶
芸
、
手

工
芸
、
盆
栽
、
生
け
花
の
展
示

※
抹
茶
席
を
設
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

宮
田 
理  
明 
さ
ん

た
だ 
あ
き

　

�　

－

２
７
２
９

２３
第　

回 
桜
文
化
サ
ー
ク
ル

２１

作
品
展

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
さ
わ
や

か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
気
持
ち

の
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
日　
　

月　

日（
金
・
祝
）

１１

２３

▽
コ
ー
ス　

た
け
の
こ
う
え
ん
発

着
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

　

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

▽
日
程　

・
午
前
８
時　

分
〜　

分　

受
付

３０

５０

・
午
前
９
時
〜　

開
会
式

募

集

募

集

第　

回 
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

２１マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

・
午
前
９
時　

分　

ス
タ
ー
ト

３０

▽
種
目

○
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン

・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
（
中
学

生
以
上
）

・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
（
小
学

生
以
上
）

○
ジ
ョ
ギ
ン
グ
…
約
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
小
学
生
以
上
）

※
健
康
づ
く
り
が
目
的
の
た
め
、

順
位
・
記
録
は
つ
け
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

小
学
生
以
上
の
健
康
な

方
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
以
下
で

保
護
者
の
伴
走
が
あ
れ
ば
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
へ
の
参
加
は

可
能
で
す
が
、
保
護
者
も
参
加

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
費　

１
人
１
、０
０
０
円

▽
表
彰　

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ

ン
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
（
中

学
生
以
上
）
と
、
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
部
（
中
学
生
以
上
お
よ

び
小
学
生
）
の
各
３
位
ま
で
を

表
彰
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

海
洋
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日（
土
）

１１

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

�　
－

１
８
０
５

４７
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▽
種
別　

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

（
３
時
間
講
習
）

▽
日
時　
　

月
８
日（
土
）午
前
９

１２

時
〜
正
午

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階
大
集
会
室

▽
内
容　

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
徐
細
動

器
）
の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
方
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
募
集
人
員　
　

人
３０

▽
申
込
方
法　

消
防
署
、
各
分
署
、

出
張
所
、
駐
在
所
に
あ
る
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、フ

　

ァ
ッ
ク
ス
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
木
）〜

１０

２５

　

月　

日（
金
）

１１

３０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係
�　

－

８
０
３
８

２４

　
　
　

－

１
２
７
８

FAX
２４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.17.ocn.ne.jp

/

‐fdtoyoka/

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

普
通
救
命
講
習
会

　
「
聞
こ
え
」に
つ
い
て
、「
補
聴

器
」に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
基
礎
知
識
の
な
い
ま

ま
、
補
聴
器
を
手
に
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
補
聴
器
を
手
に
す
る
前
に
、

自
分
の
「
聞
こ
え
」
と
向
き
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
方
を
支
援
さ
れ

て
い
る
方
は
、
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
　

月
９
日（
金
）午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー
（
豊
岡
市
京
町　

‐　

）

１２

７３

※
セ
ン
タ
ー
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

講
演
「
き
こ
え
の
仕
組

み
と
基
礎
知
識
」

・
講
師　

県
立
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー　

言
語
聴
覚
士　

岡

　

恵
子
さ
ん

※
そ
の
他
、
補
聴
器
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
費　

１
０
０
円（
資
料
代
）

▽
持
ち
物　

補
聴
器
、
聴
力
検
査

の
結
果
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、年
齢
、

連
絡
先
を
記
入
の
上
、フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月
８
日（
木
）

１１

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

８
０
０
８

２４

　
　
　

－

８
２
８
８

FAX
２４

　

そ
の
場
歩
き
を
基
本
に
、
日
常

生
活
で
は
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
う

有
酸
素
運
動
で
す
。

　

体
型
を
変
え
た
い
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
し
た
い
と
い
う
方
、
楽
し
く
誰

で
も
で
き
る
運
動
で
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日（
月
）午
後
１

１１

１２

時　

分
〜
３
時

３０

▽
場
所　

総
合
体
育
館

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
講
師　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

岡
部
知
香
子
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

上
靴
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
運
動
の
で
き
る
服

　

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

教

室

教

室

 
聞
こ
え
と
補
聴
器
の
勉
強
会

豊
岡
健
康
を
す
す
め
る
会

運
動
教
室

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
保

健
セ
ン
タ
ー
�　

－

１
１
２
７

２４

　

柳
や 
籐 
を
使
っ
た
編
み
組
作
品

と
う

で
、
楽
し
み
な
が
ら
あ
な
た
だ
け

の
部
屋
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
　

月　

日（
水
）午
後
１

１１

１４

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

成
人
訓
練
セ
ン
タ
ー
教
室
Ⅰ

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
講
師　

兵
庫
県
杞
柳

　

協
同
組
合
の
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
３０

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
直
接
窓
口
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月
１
日（
木
）〜

１１

９
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
立

但
馬
技
術
大
学
校　

生
涯
訓
練

課
（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
６
６

０
‐
５
）
�　

－

２
２
３
３

２４

　
　
　

－

０
８
７
５

FAX
２４

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

技
能
１
日
塾

「
自
分
だ
け
の
杞
柳
編
み
教
室
」
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▽
日
時　
　

月　

日（
土
）

１１

１７

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、

　

予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

　
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

　

裁
判
員
制
度
と

は
、
国
民
が
裁
判

員
と
し
て
刑
事
裁

判
に
参
加
し
、
裁

判
官
と
一
緒
に
有
罪
・
無
罪
や
刑

の
内
容
を
決
め
る
制
度
で
、
平
成

　

年
５
年
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

２１す
。　

原
則
、
裁
判
員
は
６
人
、
裁

判
官
は
３
人
で
す
。

　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す

る
方
は
、
ど
な
た
で
も
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
候
補
者
に

選
ば
れ
る
と
、
裁
判
所
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
す
。

　

神
戸
地
方
検
察
庁
豊
岡
支
部
で

は
、
こ
の
通
知
が
き
た
と
き
に
戸

惑
わ
な
い
た
め
、
支
部
長
検
事
等

が
団
体
・
企
業
、
地
区
や
学
校
な

ど
に
出
向
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
疑
問
や
質
問
に
お
答
え
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、

・
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど

の
よ
う
な
事
件
か

・
裁
判
員
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

選
ば
れ
る
の
か

・
裁
判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格

は
い
ら
な
い
の
か

・
裁
判
員
は
、
法
律
の
こ
と
を
知

ら
な
く
て
も
い
い
の
か

・
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
、
辞
退

す
る
こ
と
は
で
き
る
か

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

神
戸
地
方
検
察
庁
豊

岡
支
部
（
豊
岡
市
京
町　

‐　

）

１２

９０

�　

－

２
６
０
６

２２

制

度

制

度

裁
判
員
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

㈱
に
し
が
き
、
㈱
ト
ヨ
ダ
、
豊

岡
駅
通
商
店
街
振
興
組
合
の
３
者

が
共
同
で
、
空
き
容
器
回
収
機
を

市
内
３
箇
所
に
新
た
に
設
置
し
、

空
き
缶
、
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

回
収
し
、
資
源
の
循
環
を
図
る
取

組
み
を　

月
中
旬
か
ら
行
い
ま
す
。

１１

　

ま
た
、
こ
の
取
組
み
は
資
源
の

循
環
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
回
収

機
専
用
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
使

い
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

回
収
機
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
ポ

イ
ン
ト
が
積
算
さ
れ
、
４
０
０
ポ

イ
ン
ト
で
５
０
０
円
の
商
品
券
に

交
換
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
付
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、

回
収
機
設
置
店
舗
の
「
に
し
が
き

元
町
店
」「
イ
ー
ト
バ
リ
ュ
ー
江
本

店
」
お
よ
び
豊
岡
駅
通
商
店
街
振

興
組
合
事
務
所
で
発
行
し
ま
す
。

◆
回
収
機
設
置

　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

▽
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１１

１４

　

時
〜

１１
そ
の
他

そ
の
他

▽
場
所　

豊
岡
駅
通
商
店
街
振
興

組
合
サ
ン
ス
ト
館
（
豊
岡
市
千

代
田
町
２
‐　

）
１７

▽
内
容　

空
き
缶
回
収
機
の
お
披

露
目
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

※
そ
の
他
の
設
置
２
店
舗
で
も
、

同
時
に
回
収
機
使
用
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
駅
通
商
店
街
振

興
組
合
�　

－

２
３
６
７

２３

空
き
容
器
回
収
機
を
設
置

‐
空
き
缶
・
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト
‐

▽
開
催
日　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１３

（
日
）午
後
開
会
予
定

▽
開
場　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル
▽
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

６２

昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

６３

本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
※
成
人
式
の
案
内
状
は
、　

月
下

１１

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
本

市
に
住
民
票
が
な
い
方
で
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
開
催
時
間
な

ど
の
詳
細
は
、
後
日
「
広
報
と

よ
お
か
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
連
絡
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

人
権
・
社
会
教
育
係

平
成　

年
度

１９

豊
岡
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ
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秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
は
、
冬

眠
前
の
ク
マ
が
食
料
を
求
め
、
人

里
や
果
樹
園
に
出
て
来
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
ク
マ
に
よ
る

人
身
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ク

マ
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
取
組

み
や
ク
マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
事
故
防
止

の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る

　
　

月　

日（
木
）〜
平
成　

年
２

１１

１５

２０

月　

日（
金
）ま
で
、
狩
猟
が
解
禁

２９
と
な
り
ま
す
。
仕
事
や
行
楽
で
山

に
入
る
方
は
、
蛍
光
色
な
ど
目
立

つ
色
の
服
を
着
る
な
ど
し
て
事
故

防
止
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

特
に
土
・
日
曜
日
は
、
ハ
ン

タ
ー
が
集
中
し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
事

故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
農
林
振
興
事
務

所
森
林
林
業
課

　

�　

－

１
０
０
１
お
よ
び
農
林

２３
水
産
課
農
政
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
整
備
課

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る

人
身
事
故
防
止

と
共
に
、
ク
マ
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
至
急
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
は
ク
マ
を
誘
引
し
ま
す
。

田
畑
に
残
飯
を 
撒 
く
、
収
穫
し

ま

な
い
野
菜
を
放
置
す
る
な
ど
の

行
為
は
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
、

自
家
消
費
す
る
見
込
み
の
な
い

果
樹
は
、
早
め
に
も
ぎ
取
る
な

ど
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ク
マ
が
、
集
落
で
餌
が
簡
単
に

手
に
入
る
こ
と
を
覚
え
る
と
、

集
落
周
辺
に
執
着
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
食
料
は
、
厳
重
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
居
や
通
路
周
辺

　

に
、
ク
マ
が
潜
み

　

や
す
い
薮
や
草
む

　

ら
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
限

り
刈
り
取
っ
て
見
通
し
を
良
く

し
、
出
会
い
が
し
ら
の
接
触
、

遭
遇
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
方
、
雨
の
日
や
川
沿

い
の
場
所
で
は
、
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
通
常
、
ク
マ
は

人
の
気
配
を
察
知
す
る
と
自
分

か
ら
離
れ
て
い
き
ま
す
。
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
を
身
に
付
け
、
ク

マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
連
絡
・
問
合
せ　

農
林
水
産
課

農
政
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
整
備
課

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

事
故
に
注
意
く
だ
さ
い

◆「
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
地
区
」
都
市
再
生
整
備
計
画

　
　
　
（
第
４
回
変
更
）に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら
、
国
の
「
ま

１７

ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度
を
活
用

し
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
玄

武
洞
公
園
の
園
路
整
備
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
地
区
」
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
効
果
的
な
交
流
拠
点

づ
く
り
を
目
指
し
回
遊
性
を
よ
り

高
め
る
た
め
、
事
業
内
容
を
追
加

し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
変
更
内
容

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
周
辺
の

市
道
祥
雲
寺
前
田
１
号
線
（
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工　

Ｗ
＝

４
・
０
メ
ー
ト
ル
、Ｌ
＝
４
６
０

メ
ー
ト
ル
）
整
備
の
追
加

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
ま
た
は
都

市
整
備
課
都
市
管
理
係

◆「
中
山
周
辺
地
区
」都
市
再
生
整
備

　

計
画（
第
３
回
変
更
）に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら
、
国
の
「
ま

１６

ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度
を
活
用

し
て
、
但
東
町
中
山
周
辺
地
区
内

の
市
営
住
宅
や
温
泉
施
設
〈（
仮

称
）
但
東
北
部
温
泉
〉
の
整
備
な

ど
を
内
容
と
し
た
「
中
山
周
辺
地

区
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
効
果
的
な
温
泉
施
設

の
運
用
開
始
と
な
る
よ
う
計
画
期

間
の
変
更
と
、
市
営
住
宅
整
備
完

了
に
伴
う
事
業
の
整
理
な
ど
を

行
っ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
変
更
内
容

・
計
画
期
間
・
交
付
金
交
付
期
間

の
変
更
…
「
平
成　

〜　

年

１６

１９

度
」
を
「
平
成　

〜　

年
度
」

１６

２０

に
変
更

・
事
業
精
査
に
よ
る
市
営
住
宅
等

整
備
関
連
事
業
の
中
止

・
そ
の
他
、
右
記
に
付
随
す
る
変

更
▽
問
合
せ　

但
東
総
合
支
所
地
域

整
備
課

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師（住所）月　日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

１１日
　
　
　

月

１１
中沢　洋

（豊岡市出石町）
１８日

國屋正史
（養父市八鹿町）

２５日

※診療時間は、午前９時～
午後５時までです。

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52
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11月の予定
市立図書館本館11月のカレンダー

土金木水火月日
321
10987654
17161514131211
24232221201918

302928272625
■■　は休館日です。　

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

おはなし会
２４日（土）午後２時３０分～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

第８回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１８日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

土曜としょかん
～木枯らしなんかに負けないぞ～

１０日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・折り紙どうぶつえん内　容
２０人（先着順）定　員
９日（金）申込期限

おはなしのゆりかご
１日（木）午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
１日・８日・１５日・２２日・２９日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～

日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

ふれあい交流会
～利用者とボランティアのつどい～

１６日（金）午後２時～４時日　時
視聴覚講演室（２階）場　所
どなたでも対　象
朗読ライブと音楽会「めんそ～れ沖縄」内　容
朗読ボランティア・沖縄文化研究会出　演

◆読書週間企画◆
平成１９年度　国内文学賞受賞作品展

１日（木）～１２日（月）期　間
児童コーナー（１階）場　所

　平成１８年度下半期から１９年度上半期までの、主な国内文学
賞を受賞した作家の紹介ならびにその作品を紹介します。

１０日（土）午前１１時～１０日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん
◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

７日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２４日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１
絵本からのおくりもの

１０日（土）・２４日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
オープン１周年記念事業

読み聞かせ講座（全２回）
第１回：１０日（土）・第２回：１２月１５日（土）
いずれも午後２時～４時日　時

竹野総合支所　大会議室（２階）場　所
子どもの読書活動に携わっている方や絵本の読み聞か
せに関心のある方で、主に竹野地域で活動できる方対　象

第１回：基礎講座、第２回：実践講座内　容
３０人（先着順）定　員
９日（金）申込期限

土曜おはなしのへや
２４日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
６日（火）午前１０時から開館します。

開館記念おはなし会
６日（火）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

お話のこべや
１０日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容
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11月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
絵本の読み聞かせの会

１６日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

赤ちゃん栄養教室
２６日（月）午前１０時～１１時３０分日　時
日高農村環境改善センター調理実習室（５号室）場　所
子育て中の保護者　１０人（先着順）対　象
母乳・離乳食についての話と簡単調理内　容
２１日（水）申込期限

子育てミニ講話
３０日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師による講話「ことばについて」内　容

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
秋の探検

２６日（月）午前１０時～午後１時日　時
出石町内　子育てセンター前広場集合場　所
子育て中の親子対　象
ハイキング（雨天の場合は別の場所で実施）内　容
弁当、お茶、おやつ、敷物持ち物

子どものこころ育ち講座「こどもと絵本」
２１日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東健康福祉センター　和室（２階）場　所
就学前の子どもとその保護者　２０組（先着順）対　象
絵本についての話と読み聞かせ内　容
１４日（水）申込期限

３Ｂ体操
２８日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
子育て中の親子　１５組程度（先着順）対　象
親子で３Ｂ体操をします。内　容
２２日（木）申込期限

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２４日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加もお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
５日（月）・１５日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡や唱歌を聴いたり、一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

絵本の読み聞かせ
２２日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児とその保護者対　象
手遊び、絵本の読み聞かせ内　容

１３日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう（夢の世界を、幸せなら手を
たたこう、ほか）内　容

わいわいコーラス

２０日（火）午前１０時～午後４時日　時
竹野子育てセンター場　所
どなたでも対　象
ベビー用品、子ども服、マタニティー、おもちゃ、ビ
デオなど内　容

リサイクルバザー

母乳相談会
２９日（木）午前１０時～正午日　時
日高農村環境改善センター１階　日高子育てセン
ター相談室場　所

子育て中の保護者　４人（先着順）対　象
母乳・離乳食についての個別相談内　容
２１日（水）申込期限

なかよし広場
９日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

元気ｉｎｇまつり

１６日（金）午前１０時～１１時３０分日　時
総合体育館場　所
子育て中の親子、家族対　象
コーナー遊び内　容
上靴（親子とも）持ち物

　登録グループ・元気ｉｎｇの親子が作ったいろいろな
遊びのコーナーが皆さんをお待ちしています。誘い合わ
せてお越しください。

おやこふれあいたいむ
２６日（月）午前１０時３０分～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

子どものこころ育ち講座
２８日（水）、１２月５日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
子育て中の保護者　２０人（先着順）保育あり（１５人）対　象
子どものこころの発達、しつけのポイント内　容
臨床心理士　 賚 　 純雄 さん

たもう じゅんゆう

講　師
２日（金）～２２日（木）募集期間

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
子育て座談会

６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館（但東総合支所３階）場　所
子育て中の保護者対　象
子育てについて気軽に話し合います。内　容

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
市民会館

�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４－０９５２　（火曜日休館）
出石文化会館ひぼこホール

�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３－２１３１　（月・火曜日休館）

■サロン  de  読みしばい　第５弾
ド

■関西フィルハーモニー管弦楽団演奏会

　１２月２２日（土）
　　　開演１５：３０
　　　（開場１５：００）
◇曲目
　ベートーヴェン
　：ピアノ協奏曲
　第５番「皇帝」ほか
◇入場料
　指定席４，０００円
　自由席（大人）３，５００円　（高校生以下）１，５００円
　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇販売開始日　友の会　発売中　一般　１０月２７日（土）
　　　　　　　（各プレイガイドでも購入できます）

■第１９回兵庫のまつり「ふれあいの祭典」
　～響け・届け・ふれあいの輪～
　「日本和太鼓フェスティバル」
　県内から集まった日本和太鼓の演奏を、ぜひ、お
楽しみください。

　１１月１１日（日）
　　　開演１３：００
　　　（開場１２：３０）
◇入場料　無料
　全席自由

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４－３００４　（火曜日休館）

　今年は、最多の１２バンドが出演し、
まつりを盛り上げます。

　１１月１１日（日）
　開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　Island Blue、MACHTYPE、Custard Mastard、
　　　　　Upward、エジバンド、misty、自由電子、
　　　　　CRAZY MAMA、ほっとみるく、TRANSIT、
　　　　　THE GALLOWS、サイコロ
◇入場料　無料
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１１

月１日（木）までに申し込みください。

■第３回市民プラザばんどまつり

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　１１月１７日（土）　開演１７：００
◇場　所　交流サロン
◇内　容　懐かしのフォークソングやオリジナル曲

を演奏します。
◇出　演　吉田村
　　　　　メンバーの吉田明博さんと田村浩司さん

を合わせて「吉田村」。但馬を中心に活動
しているアコースティックのユニットです。

■第４０回サロンコンサート

指揮者：小松一彦

　「読みしばい」とは、台本を手に持って演じる朗読
劇のことです。戯曲（お芝居の台本）のもつイメー
ジを自由に楽しみ、魅力を味わってください。

　１１月３０日（金）　開演１９：００
◇場　所　交流サロン
◇演　目　・「但馬の民話」から
　　　　　・坂手洋二作「屋根裏」　ほか
◇入場料　無料

出石太鼓「炎」

豊岡こうのとり太鼓

■民謡フェスティバル
　民謡・津軽三味線の豪華な顔合わせです。皆さん、
ぜひ、お楽しみください。

　１１月２４日（土）
　　　開演１８：００　（開場１７：３０）
◇出演者　原田直之、高橋キヨ子、
　　　　　小杉真貴子、山本謙司、
　　　　　林田麻友子、 来  世  楽 

き せ ら

　　　　　（三味線）長谷川一義
　　　　　（司会）吉川精一
　　　　　（賛助出演）
　　　　　山村流家元山村昇、豊岡昇扇会
◇入場料　指定席３，５００円　自由席３，０００円
　　　　　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

ピアノ：及川浩治
○Ｃ Ken Iwai

▲原田直之

■サロン  de  『近大』～みんなであそぼう～
ド

　近畿大学豊岡短期大学子ども学科の学生たちによ
る人形劇や手遊びなどの楽しい催しです。

　１１月９日（金）　開演１５：３０
◇場　所　交流サロン
◇内　容　人形劇、手遊び、エプロンシアター　など
◇入場料　無料

◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

　マリンバの温もりのある音色、軽やかなリズム、
いろいろな打楽器を使ってのパフォーマンスをお楽
しみください。

　１２月２日（日）
　開演１４：００（開場１３：３０）
◇入場料　全席指定
　一般１，５００円
　小・中・高校生１，０００円
　桟敷席（ペア）２，４００円（当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

■ ＭＡＲ クリスマスコンサート
マール
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●第５８回　豊岡市美術展および全但児童・生徒
　作品展（～５日、総合体育館）
●但馬国府・国分寺館　第８回　ミニ企画展
　「兵庫県庁と郡役所－近代兵庫県の成り立ち」

（～２７日、但馬国府・国分寺館）
●日本・モンゴル民俗博物館　第３７回　企画展「世界の鳥～そ
　の色とかたち～」（～１２月４日、日本・モンゴル民族博物館）
●竹野中学校３年生との交流会（９：３０～竹野子育てセンター）
●地域航空フォーラム／０７

（１４：００～出石ニューグランドホテル）

（木）１

（金）２
文化の日
●出石お城まつり（９：００～出石城跡周辺）
●魚食普及啓発イベント「但馬で獲れた魚は
がっせいうめえでえ」（９：００～コウノトリ本舗前）
●マロニエまつり（９：３０～道の駅「神鍋高原」）
●但馬高校演劇祭（１０：３０～豊岡市民プラザ）
●今森市民農園祭（１３：００～今森市民農園）
●阿瀬渓谷紅葉まつり（～４日、日高町羽尻　阿瀬渓谷）
●城崎文化のつどい（～４日、城崎健康福祉センターほか）
●第９回全日本身体障害者野球選手権大会（～４日、但馬ドーム）

（土）３

●阿瀬渓谷ウォーク（８：３０～日高町羽尻
　　湯の原温泉オートキャンプ場）

●２００７神鍋フットサル大会（１０：００～日高町山田　神鍋高原芝生グラウンド）
●とよおか消防フェア’０７（１０：００～コープデイズ豊岡）

（日）４

●暴力追放・防犯・交通安全大会（１３：３０～県立城崎大会議館ほか）（月）５
●図書館城崎分館オープン（１０：００～）
●子育て座談会（１０：００～但東総合支所３階　合橋地区公民館）
●但馬中学校駅伝競走大会（日高町山田地区周辺）

（火）６

（水）７
（木）８

●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●飼い犬のしつけ方教室（１３：３０～但馬長寿の郷）
●聞こえと補聴器の勉強会（１３：３０～たじま聴覚障害者センター）
●サロンｄｅ「近大」～みんなであそぼう～（１５：３０～豊岡市民プラザ）

（金）９

●但馬国府・国分寺館セミナー「近代兵庫県の
あゆみ」（１３：３０～日高農村環境改善センター）

●コウノトリ翔る但馬まるごと感動市（～１１日、但馬ドーム）
●防火ポスター展（～１１日、アイティ２階中央広場）

（土）１０

●殿さんそば「新そばまつり」（１０：００～日高町殿「殿さんそば」）
●第１９回　兵庫のまつり「ふれあいの祭典」
　～響け・届け・ふれあいの輪～「日本和太鼓フェス
ティバル」（１３：００～出石文化会館ひぼこホール）

●第３回　市民プラザばんどまつり（１４：００～豊岡市民プラザ）
●北近畿タンゴ鉄道「大江山　秋の満喫ツアー

～散策と秋の味覚を楽しもう～」

（日）１１

●豊岡健康をすすめる会運動教室（１３：３０～総合体育館）
●県立日高高等学校オープンスクール（～１６日）

（月）１２

●わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１３
●但馬技術大学校　技能１日塾「自分だけの
　杞柳編み教室」（１３：３０～但馬技術大学校）

（水）１４
（木）１５

月の主な行事 

平成１９年 

11
NOVEMBER

●元気ｉｎｇまつり（１０：００～総合体育館）
●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高総合支所３階子育てひろば）

（金）１６

●「赤ちゃん運動会」（１０：００～出石Ｂ＆Ｇ海洋センター）
●司法書士による市民生活無料相談会（１３：００～市民会館）
●兵庫県中学校駅伝競走大会（日高町山田地区周辺）
●第４０回　サロンコンサート（１７：００～豊岡市民プラザ）

（土）１７

●たけのカニカニカーニバル（９：００～竹野北前館駐車場）
●但馬歴史講演会（１３：１０～県立但馬文教府）
●南こうせつコンサートツアー２００７

「友の唄が聴こえる」（１８：３０～市民会館）
●北近畿タンゴ鉄道「仮面ライダー電王」に

会いに行こうファミリーツアー

（日）１８

●秋の理玖子祭（１０：３０～豊岡市日撫　香林会館）（月）１９
●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●リサイクルバザー（１０：００～竹野子育てセンター）
●たじま花と緑の教室２００７（１１月講座）

（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）２０

●子どものこころ育ち講座「こどもと絵本」
（１０：００～但東健康福祉センター）

●近畿弁護士連合会による無料法律相談会（１３：００～市役所会議室）

（水）２１

●絵本の読み聞かせ（１０：３０～城崎子育てセンター）
●アップかんなべゲレンデみやの森人工雪コース
オープン（アップかんなべゲレンデみやの森コース）

●仲田光成記念　第７回　豊岡竹野全国かな書展
（～２５日、竹野北前館、中竹野ふるさと館）

（木）２２

勤労感謝の日
●第２１回キューピットマラソン大会（９：３０～たけのこうえん発着）
●カニ王国開国式（１１：００～ＪＲ城崎温泉駅前）
●日本文化デザイン会議２００７兵庫豊岡会議
　「コウノト・リ・デザイン」～文化力による循環境
の再生～（１１：００～県立コウノトリの郷公園ほか）

（金）２３

●どようファミリー広場（１０：３０～子育て総合センター）
●民謡フェスティバル（１８：００～市民会館）

（土）２４

●県立豊岡総合高等学校　第３回　ＰＣアカデミー
（９：００～県立豊岡総合高等学校）

●竹野南森林公園　第２回　里山づくり教室（９：３０～竹野南森林公園）
●子どもの野生復帰大作戦推進フォーラム

（１４：００～豊岡市民プラザ）

（日）２５

●赤ちゃん栄養教室（１０：００～日高農村環境改善センター）
●出石子育てセンター　秋の探検（１０：００～出石町内）

（月）２６

（火）２７
●３Ｂ体操（１０：００～出石子育てセンター）
●子どものこころ育ち講座（１３：３０～豊岡市民プラザ）
●甲種防火管理新規講習会（～２９日、市民会館）

（水）２８

●母乳相談会（１０：００～日高農村環境改善センター）
●消費者向け啓発講座（１４：００～市民会館）

（木）２９

●子育てミニ講話（１０：３０～日高総合支所３階子育てひろば）
●サロンｄｅ読みしばい　第５弾（１９：００～豊岡市民プラザ）

（金）３０

平成１９年１０月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,229 

43,739 

47,490 

31,858

（－56人） 

（－32人） 

（－24人） 

  （－1世帯） 

▼
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
、
家
の
隣
の

畑
に
鮮
や
か
な
桃
色
の
コ
ス
モ
ス
が
咲

き
、
青
空
に
映
え
て
ま
る
で
絵
の
中
の

よ
う
な
秋
の
風
景
。
で
も
よ
く
見
る
と
、

そ
の
周
り
を
白
い
蝶
が
飛
ん
で
い
ま
し

た
。
一
瞬
、
春
？
と
勘
違
い
す
る
よ
う

な
光
景
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

○Ｈ
 

　
▼
日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
季
節
外
れ

の
桜
が
咲
い
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

の
影
響
で
し
ょ
う
か
…
。
例
年
秋
祭
り

を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー

ブ
を
出
し
始
め
る
家
庭
が
多
い
と
聞
き

ま
す
が
、
わ
が
家
は
も
う
し
ば
ら
く
我

慢
し
て
み
よ
う
か
な
。　
　
　
　
　

○Ｄ
 

　
▼
ま
も
な
く
豊
岡
市
美
術
展
が
始
ま
り

ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
自
分
の
作
品

を
家
族
で
見
に
行
っ
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
何
十
年
ぶ
り
に

会
場
ま
で
足
を
運
び
、
写
真
や
絵
画
な

ど
、
ど
ん
な
作
品
に
出
会
え
る
か
楽
し

み
に
芸
術
の
秋
を
堪
能
し
た
い
で
す
○Ｙ
 

　
▼
秋
の
運
動
会
が
市
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
地
区
の
運
動
会
に
参

加
し
、
今
年
は
大
縄
跳
び
、
綱
引
き
に

出
場
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
は
、

ト
ラ
ッ
ク
一
周
が
小
さ
く
思
え
た
の
で

す
が
、
年
々
大
き
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
運
動
不
足
か
な
…　
　

○Ｉ
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２７ 

八条 地区 
（豊岡） 

はち じょう 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介します。 

納屋 

九日市下町 

上佐野 

佐野 

妙楽寺 

弥栄 

塩津 塩津 

九日市中町 九日市中町 

九日市上町 

九日市下町 

納屋 

国分寺 

県立但馬文教府 
豊岡南警察 

特別養護老人ホーム 
こうのとり荘 

養護老人ホーム 
コスモス荘 

八条小学校 
八条地区公民館 

豊岡鞄団地 

豊岡市企業部 

佐野浄水場 小便地蔵 

香美町 

312

249

50

円 

山 

川 

公立豊岡病院 

コウノトリ但馬空港 

426

703

日高 

京都府福知山市 

立野大橋 
JR豊岡駅 JR豊岡駅 

円山大橋 

蓼川大橋 

一宮神社のケヤキの森 

兵庫県こども自然村 

出石藩関所跡 
高橋地区公民館 

但東自然ふれあい 
センターやまびこ 

但東健康増進センター 
（シルクドーム） 但東フィールド 

ゴルフ場 

但東シルク温泉館 

自然の郷 

高橋地区 

八条地区 八条地区 

出石総合支所 

豊岡市役所 

お相撲さんの墓 
伝聖観音坐像 

県立但馬文教府 
豊岡南警察 

豊岡市消防 
本部（豊岡消防署） 
豊岡市消防 
本部（豊岡消防署） 

特別養護老人ホーム 
こうのとり荘 

養護老人ホーム 
コスモス荘 

豊岡市デイサービス 
センター 
豊岡市デイサービス 
センター 

八条小学校 
八条地区公民館 

県立但馬技術大学校 豊岡鞄団地 

豊岡市企業部 

佐野浄水場 小便地蔵 

雷神社本殿 

県立但馬生活 
科学センター 
県立但馬生活 
科学センター 

ゆうれん橋（コケ山橋） 

御出石神社本殿 

豊岡消防署 
出石分署 

寺坂公民館 

戸辺羅山トンネル 

 出石 出石 

豊岡 豊岡 

●地区のいわれ
　八条地区は、古代の条里制の「八条」に由来
していると言われています。同地区は、円山川
の左岸に位置し、教育・福祉・水道・警察・消防な
どの基幹施設が点在しています。また、豊岡市
街地と日高地域を結ぶ国道３１２号などが通る交
通の要衝となっており、店舗や住宅が立ち並び、
市街地化が進んでいます。

●主な公共施設
・豊岡市企業部・佐野浄水場・八条小学校
・八条地区公民館・豊岡市消防本部（豊岡消防
署）・豊岡南警察署・養護老人ホームコスモス
荘・豊岡市デイサービスセンター・特別養護老
人ホームこうのとり荘・県立但馬技術大学校・
県立但馬文教府・県立但馬生活科学センター

豊岡市 

▲ 雷 神社本殿
いかづち

　佐野区には、明暦２年に再建さ
れた 棟  札 のある雷神社があります

むな ふだ

（本殿は昭和４０年３月に県重要文
化財に指定）。本殿は 五  間  社  切妻造 

ご けん しゃ きりづまづくり

の 檜  皮  葺 で、細部の作りに江戸初
ひ わだ ぶき

期の特色が見られます。また、毎
年４月２９日には、境内で五穀豊穣
を祈願する御田植祭（平成８年９
月に市無形民俗文化財に指定）が
行われています。

▲県立但馬文教府
　妙楽寺区には、昭和３８年１１月に建
てられた県立但馬文教府があります。
芸術・文化活動や地域づくり、ボラ
ンティア活動など成熟社会における
生きがいのある生活創造活動と自己
実現を図るための生涯学習を支援す
る施設です。また、施設内には県立
但馬生活科学センターがあります。

八条地区
●行政区数　　９区
●人口　　５，０３６人
　男性　　２，３４４人
　女性　　２，６９２人
●世帯数　１，９１１世帯
（平成１９年１０月１日現在）

●行政区
・ 納  屋 ・ 上  佐  野 ・ 佐  野 

な や かみ さ の さ の

・ 九日市上町 
ここのかいちかみのちょう

・ 九日市中町 
ここのかいちなかのちょう

・ 九日市下町 
ここのかいちしものちょう

・ 妙楽寺 ・ 塩  津 ・ 弥  栄 
みょうらくじ しお つ や さか

▼小便地蔵
　上佐野区には、寝小便を治して
もらえるという言い伝えのある小
便地蔵があります。この地蔵は但
馬六十六地蔵尊の第５３番で、高さ
約９０ｃｍ。このほか、堂の中には
子地蔵が３体あります。

▲豊岡鞄団地
　九日市上町区には、昭和４３年１１月に設
立された全国唯一の鞄関連企業の集合し
た工業団地があります。正式名称は協同
組合豊岡鞄工業センターといい、総面積
約３２，０００ｍ２、事業所数１６社、従業員総数
約３５０人で、各社ともオリジナル商品の
開発・研究を進めています。

▼佐野浄水場
　上佐野区には、豊岡地域・城崎地
域の給水を行う佐野浄水場がありま
す。同浄水場は昭和５２年３月に完成
し、総面積約４１，０００ｍ２で、円山川
および場内井戸から取水した水を浄
化し、１日最大給水量約２７，８００ｍ３

を供給する能力を備えています。


